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跡

興
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寺
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藤
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京
跡

和
田
廃
寺

橘
寺
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由
川
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岡
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①
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岡
京
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②
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村

宏
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加
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〃

阪

日
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清
本
み
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国
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節

目

次
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兵
庫

・
弥
布
ケ
森
遺
跡

兵
庫

・
但
馬
国
府
推
定
地

兵
庫

・
初
田
館
跡

兵
庫

・
福
田
片
岡
遺
跡

愛
知

。
清
洲
城
下
町
遺
跡
⑪

愛
知

・
清
洲
城
下
町
遺
跡
②

静
岡

。
居
倉
遺
跡

静
岡

・
土
橋
遺
跡

静
岡

・
駿
府
城
三
の
丸
跡

東
京

。
東
京
大
学
構
内
遺
跡

千
棄

・
浜
野
川
遺
跡

滋
賀

・
神
照
寺
坊
遺
跡

滋
賀

・
浄
琳
寺
遺
跡

滋
賀

。
光
相
寺
遺
跡

滋
賀

。
吉
地
薬
師
堂
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上

の
木
簡

（九
）

加
賀
見
　
省
　
一　
ω

吉
識
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仁
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昭
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岩
手
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沢
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山
形

。
生
石
２
遺
跡

山
形

。
新
青
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遺
跡

秋
田

・
払
田
柵
跡

福
井

・
田
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遺
跡

福
井

・
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遺
跡

富
山

・
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遺
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島
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・
富
田
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河
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・
草
戸
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跡

山
口
・
周
防
国
府
跡

徳
島

。
中
島
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遺
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福
岡

。
大
学
府
跡

福
岡

・
井
相
田
Ｃ
遺
跡

佐
賀

。
苦
野
ケ
里
遺
跡

奈
良

・
平
城
宮
跡
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1986年出上の木簡

凡

例

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
発
掘
機
関
に
依
頼
し
て
、
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
等
に
つ
い
て
は

編
集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
原
稿
の
配
列
は
ほ
ば
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
お
お
む
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
「賃
」

「
證
」

「龍
」
「
庚
」
「
轟
」
「
應
」
等
に
つ
い
て
は
正
字
体
を
使
用
し
、
具
体
字
は

「
井
」

軍
オ
」
「季
」

「赤
」
等
に
つ
い
て
の
み
使
用
し
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

・
幅

・
厚
さ
を
示
す

（単
位

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
二
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（
六
頁
第
１
図
参
照
）。

「
　
」
　

　

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
示
す
。

＜
　
　
　
　
木
簡
の
上
端

・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

く
く
　
　
　
抹
消
し
た
文
字
で
あ
る
が
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り

原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

園
国
国
　
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

□
□
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

日
日
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

日
――
国
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
放
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

×
　
　
　
　
前
後
に
文
字
の
つ
づ
く
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
等
に

よ
り
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

『
　
』
　

　

異
筆
、
追
筆
。

ヽ
―
　
　
　
合
点
。

・　
　
　
　
木
筒
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔　
〕
　

　

校
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、

本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

力
　
　
　
　
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。

マ
マ
　
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

‥
…
。
　

　

同

一
本
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
折
損
等
に
よ
り
直
接
つ
な
が
ら

ず
、
中
間
の
文
字
が
不
明
な
も
の
。

＝
　
　
　
　
組
版
の
関
係
で

一
行
の
も
の
を
二
行
以
上
に
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
行
末

・
行
初
に
つ
け
た
も
の
。

＊
　
　
　
　
図
版
に
写
真
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。

一
、
地
形
図
は
原
則
と
し
て
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
地
形
図
を
使
用

し
図
名
を

（　
）
内
に
示
し
た
。
地
図
中
の
Ｖ
は
本
筒
の
出
土
地
点
を
示
す
。

一
、
釈
文
の
最
下
段
に
三
怖
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
簡
の
形
態
を
示
し
、



つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る

（
七
頁
第
２
図
参
照
）
。

ｏ
〓
型
式
　
短
冊
型
。

ｏ
８
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
‘
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損

。
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

ｏ選
型
式
　
小
形
矩
形
の
も
の
。

⇔
鶴
型
式
　
小
形
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

ｏ
鰹
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

頭

。
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
鰹
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

ｏ樹
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
望
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折

・　

　

損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
２
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
９
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
切
し
な
い
も
の
。

ｏ
〓
型
式
　
削
暦
。

広
島

・
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
木
簡
の
型
式
番
号
は
、
広
島
県
車
戸
千
軒

町
遺
跡
調
査
研
究
所

『草
戸
千
軒
―
木
簡

一
―
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お

そ
の
他
の
中
世
木
簡
に
つ
い
て
は
以
上
の
型
式
番
号
に
適
合
し
な
い
も
の
が

多
い
の
で
、
注
記
を
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。

ｘ
位
下
財
椋
人
安
万
呂

×
行
夜
使
狗
注
状
故
移
」

泉
進
上
材
十
二
条
中

「＜
武
蔵
国
男
会
郡
余
戸
里
大
贄
鼓

一
斗
天
平
十
八
年
十

一
月
」

同

期

日

圏

□

「　
　
番
長
二
人
　
舎
人
十
七
人

請
輸
蛾
螂

一
嶽
　
　
右
依
例
所
請
如
件

」

又桁
ノヽ――

条条 I

租
み
独
罰
劉
劉

第 1図 木簡釈文の表記法
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六貧

。平
城
宮

。
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
北
新
町

・
三
条
大
路

一
丁
目

ｏ
二
条
大

路
南

一
丁
日
、
大
和
郡
山
市
九
条
町

２
　
調
査
期
間
　
　
平
城
官
内
裏
東
方
東
大
溝
地
区
　
一
九
八
六
年
（昭
∝
Ｘ
二

月
―

一
一
月
、
同
佐
紀
池
南
辺
地
区
　
一
九
八
六
年

一
〇

月
、
左
京
三
条

一
坊

一
・
八
坪
　
一
九
八
七
年

一
月
を
二

月
、
左
京
三
条
二
坊
三
・
四
坪
　
一
九
八
六
年
七
月
、
左

京
三
条
二
坊
七
坪
　
一
九
八
六
年
九
月
を

一
九
八
七
年
四

月
、
右
京
八
条

一
坊
十
四
坪
　
一
九
八
六
年

一
一
月
を

一

二
月

３
　
発
掘
機
Ｎ
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
町
田
　
章

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衝
跡

・
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

一　
内
裏
東
方
東
大
溝
地
区

（第

一
七
二
次
調
査
）

調
査
区
は
、
内
裏
東
外
郭
と
そ
の
東
方
に
あ
る
導
積
基
壇
建
物
群
か
ら
な
る

官
衛

（内
裏
東
方
官
衛
）
と
に
挟
ま
れ
た
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
を
中
心
と
す
る

地
区
で
あ
る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
三
二
棟
、
門

一
棟
、
築

地
塀
二
条
、
掘
立
柱
塀
二
七
条
、
溝

一
〇
条
な
ど
で
あ
る
。
木
衛
は
、
東
大
溝

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
、
内
裏
東
方
官
衝
内
か
ら
東
大
溝
に
注
ぐ
五
条
の
暗
渠
、
東
西

溝
Ｓ
Ｄ
二
二
五
〇
と
そ
の
南
北
に
あ
る
溝
状
の
堆
積
、
掘
立
柱
南
北
塀
Ｓ
Ａ

一

二
九
〇
七
の
柱
穴
か
ら
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
は
平
城
官
東
半
部
を
南
流
す
る
基
幹
排
水
路
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、
第

一
二
九

。
一
三
九

・
三

一
。
一
五
四
次
の
各
調
査

（北
か
ら
順
に
）
で

検
出
し
て
お
り
、
今
回
は
二

一
次
と

一
五
四
次
の
間
で
約

一
二
〇
ｍ
に
わ
た
っ

て
調
査
を
行

っ
た
。
二

一
次
調
査
区
以
北
で
は
、
両
岸
を
玉
石
で
護
岸
し
た
石

組
溝
で
あ

っ
た
が
、
今
回
の
調
査
区
で
は
一
五
四
次
調
査
区
と
同
様
に
、
石
組

は
東
岸
の
み
で
西
岸
は
素
掘
り
の
ま
ま
で
あ

っ
た
。
ま
た
何
度
か
の
改
修
が
行

わ
れ
た
と
の
知
見
も
え
ら
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
の
堆
積
層
は
大
き
く
六
層
に

分
け
ら
れ
、
木
簡
は
す
べ
て
の
層
か
ら
計
四
三
九
六
点
（う
ち
削
暦
二
七
七
六
点
）

が
出
上
し
た
。
最
下
層
か
ら
養
老
七
ぞ
神
亀
元
年
、
底
か
ら
二
層
目
か
ら
天
平

？
天
平
宝
字
年
間
、
三

。
四
層
日
か
ら
は
天
平
勝
宝
ｉ
天
平
宝
字
年
間
の
紀
年

銘
木
簡
が
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た
。
ま
た
伴
出
し
た
土
器
や
軒
瓦
も
概
ね
層
序
に

従
い
平
城
官
出
土
遺
物
の
編
年
に
矛
盾
せ
ず
、
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
は
奈
良
時
代
を

通
じ
順
次
埋
没
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
か
ら
は
、
木
簡

以
外
に
も
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
木
製
品
で
は
、
人
形
等
の
祭
祀
具
、
独

楽

・
木
球
な
ど
の
遊
戯
具
、
物
差
、
蒔
絵
の
八
角
棒
状
品
、
黒
漆
塗
の
把
頭
等
、

金
属
製
品
で
は
、
皇
朝
銭
、
銅
製
人
形
、
海
老
錠
、
帯
金
具
等
、
土
器
で
は
、

人
面
墨
書
土
器
や
ミ
ニ
チ
ェ
ア
土
器
等
、
瓦
簿
類
で
は
緑
釉
導
等
が
注
目
さ
れ



1986年出上の木簡

る
。
文
字
資
料
と
し
て
は
木
簡
以
外
に
、
翌
連
官

工関
」
「
官
晨
衆
有
」
「
内
丞
口入
今
所
」
「〔̈
駆
第
甲〕
∧
蓉
Ё

「
オ
＾

官
所
」
「
大
炊
」
「
中
衛
」
「
衛
□
」
「
主
典
□
」
「庁
」

「
上
番
」
「
下
番
」
「
考
」
「
考
番
」
「
愧
皮
一膏
」
「神

人
」
な
ど
の
墨
書
の
あ
る
土
器
、
「
足
」
「
修
」
の

刻
印
や

「東
」
と
箆
書
き
の
あ
る
瓦
、

「
献
軍
器

□
」
と
墨
書
す
る
簿
な
ど
が
あ
る
。

Ｓ
Ｘ

一
二
七
八
七

・
一
二
七
九
二

。
一
二
七
九

八

・
一
二
八
六
三

・
一
二
九

一
二
は
内
裏
東
方
官

衝
内
か
ら
東
大
溝
に
注
ぐ
暗
渠
で
、
全
部
で
木
筒

一
三
六
点

（う
ち
削
暦
一
一〓
一点
）
が
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｘ

九
二

。
一
二
七
九
八
に
は
木
樋
が
残
り
、
ま
た
Ｓ
Ｘ
一

二

。
一
二
八
六
三
に
は
改
修
の
痕
跡
が
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
二
三
五
〇
は
内
裏
内
郭
内
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
七
九
〇
〇
か
ら
東
大
溝
に
注
ぐ

素
掘
り
の
東
西
溝
で
、
二
度
の
改
修
を
受
け
て
い
る
。　
木
簡
は
三
三
点

（う
ち

削
暦
二
点
）
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｘ
一
二
九

一
三

・
一
二
九

一
五
は
東
大
溝
の
西
壁
で
検
出
し
た
溝
状
の
堆

積
で
、
木
簡

一
〇
点

（う
ち
削
暦
一
点
）
が
出
上
し
た
。
い
ず
れ
も
東
大
溝
に
注

ぐ
東
西
溝
の
流
出
口
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

Ｓ
Ａ

一
二
九
〇
七
は
東
大
溝
の
西
岸
沿
い
に
あ
る
南
北
塀
で
、
四
間
分
を
確

認
し
た
。
そ
の
柱
穴
か
ら
木
簡
二
点
が
出
土
し
た
。

内
裏
束
方
官
衡

内
裏
束
外
郭

一
一　
佐
紀
池
南
辺
地
区

（第

一
七
七
次
調
査
）

本
調
査
は
平
城
官
西
北
辺
に
あ
る
佐
紀
池
の
南
で
実
施
さ
れ
た
。
検
出
し
た

奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
溝
四
条
で
、
二
次
に
及
が
整

地
な
ど
と
の
関
係
か
ら
四
期
に
区
分
で
き
る
。
木
簡
は
、
第

一
次
整
地
上
下
の

木
屑

・
炭
層
と
東
西
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
九
六
五
か
ら
出
上
し
た
。

第

一
次
整
地
上
下
の
木
屑

・
炭
層

か
ら

は
木
簡
二
七
六
点
（う
ち
削
暦
七
〇

点
）
が
出
上
し
た
が
、　
同
じ
層
か
ら
和
銅
ｉ
養
老
六
年
の
紀
年
銘
木
簡
と
と
も

に
、
平
城
官
土
器
Ｉ
釜
立亀
？
天
平
初
年
頃
）
の
上
器
、
平
城
官
出
土
軒
瓦
編
年
第

Ｉ
期

（和
銅
ぞ
養
老
頃
）
の
軒
丸
瓦

。
軒
平
瓦
が
出
上
し
、
こ
れ
を
覆
う
第

一
次

整
地
上
か
ら
は
平
城
官
土
器
Ｉ
の
上
器
、
軒
瓦
編
年
第
Ｉ
期

（養
老
末
年
１
天
平

一
七
年
頃
）
の
軒
瓦
が
出
土
し
た
。

S D2700
一
二

七

八

七

・

三

七

八

七

。

一

二
七

一七
九

SX12863

SX12798

SX12792

第172次

調査区

内裏東方東大溝地区略図



Ｓ
Ｄ

一
二
九
六
五
は
調
査
区
の
ほ
ば
中
央
で
検
出
し
た
素
掘
り
の
東
西
溝
で
、

幅
約
二

。
六
ｍ
、
深
さ
約
○

・
五
ｍ
を
測
る
。
こ
の
溝
は
第
二
次
整
地
上
の
上

か
ら
掘
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
は
三
点
が
出
上
し
、　
ほ
か
に
平
城
官
上
器
Ｖ

（宝

亀
ぞ
延
暦
初
年
頃
）
の
上
器
、
軒
瓦
編
年
第
Ⅲ
期
（天
平
一
七
年
ぞ
天
平
宝
字
頃
）
の

軒
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
末
期
ま
で
存
続
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〓
一　
左
京
三
条

一
坊

一
・
八
坪

（第

一
八
〇
次
調
査
）

本
調
査
は
平
城
官
朱
雀
門
跡
の
南
東
で
実
施
さ
れ
た
。
検
出
し
た
主
な
遺
構

は
二
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
と
朱
雀
大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
九
九
二
〇
で
あ

る
。
木
簡
は
二
条
大
路
南
側
溝
か
ら
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
は
素
掘
り
の
東
西
溝
で
、
幅
約
二

。
三
ｍ
、
深
さ
約
○

・
四

ｍ
を
測
る
。
溝
内
の
堆
積
は
お
お
む
ね
上
下
三
層
に
分
か
れ
、
伴
出
遺
物
は
極

め
て
少
な
い
。
木
簡
は
上
層
か
ら
二
点
が
出
土
し
た
。

四
　
左
京
三
条
二
坊
三

。
四
坪
（第

一
七
四
十
一
〇
次
調
査
）

調
査
区
は
四
坪
の
西
北
部
に
あ
た
る
。
奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱

建
物
七
棟
、
掘
立
柱
塀
七
条
、
井
戸

一
基
、
三

・
四
坪
の
好
境
小
路
と
そ
の
南

北
両
側
溝
等
で
、
Ａ
ぞ
Ｄ
の
四
期
に
区
分
で
き
る
。
木
筒
は
Ｂ
期
の
井
戸
Ｓ
Ｅ

三
九
三
〇
の
埋
土
か
ら

一
点
が
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
は
井
戸
枠
が
抜
き
取
ら

れ
て
い
て
、
埋
土
か
ら
は
奈
良
時
代
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
遺
物
が
伴
出

し
て
い
る
。

五
　
左
京
三
条
二
坊
七
坪

（第

一
七
八
次
調
査
）

調
査
区
は
七
坪
の
南
半
分
を
占
め
、
特
別
史
跡
官
跡
庭
園
の
北
に
接
す
る
。

奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
五
〇
棟
以
上
、
掘
立
柱
塀
三
九
条
以

上
、
溝

一
〇
条
以
上
、
井
戸

一
四
基
、
坪
境
道
路

一
条
、
坊
間
路

一
条
、
坪
内

道
路
二
条
、
旧
河
川
数
条
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
七
期
に
区
分
で
き
る
。
木

簡
は
溝
Ｓ
Ｄ

一
四
、
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
五
五
の
柱
抜
取
り
穴
、
及
び
東
二
坊
坊

間
路
の
西
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
六
か
ら
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｄ

一
四
は
古
墳
時
代
よ
り
存
続
し
て
い
た
菰
川
水
系
の
流
路
を
奈
良
時
代

初
期
に
幅
を
狭
く
造
成
し
、
中
期
に
廃
絶
し
た
、
幅
三
ｉ
七
ｍ
、
深
さ
〇

・
四

五
ｍ
の
蛇
行
す
る
溝
で
あ
る
。
本
簡
は
こ
の
最
上
層
か
ら

一
点
が
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｂ
五
五
は
、
南
北
に
廂
を
も
つ
五
間
×
二
間
の
東
西
棟
で
、
こ
の
東
南
隅
の

柱
抜
取
り
穴
か
ら
木
簡

一
点
が
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｂ
五
五
は
奈
良
時
代
中
期
に
属

す
る
。
Ｓ
Ｄ

一
〇
六
は
奈
良
時
代
を
通
じ
て
機
能
し
て
い
た
南
北
溝
で
、
幅
三

ｍ
、
深
さ

一
。
二
ｍ
あ
る
。
堆
積
土
は
三
層
に
分
か
れ
る
が
、
木
簡
は
そ
の
下

層
か
ら
合
計

一
一
二
点

（う
ち
削
暦
八
点
）
が
出
上
し
た
。

一ハ
　
右
京
八
条

一
坊
十
四
坪

（第

一
七
九
次
調
査
）

調
査
区
は
十
四
坪
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
あ
た
る
。
奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
と
し

て
掘
立
柱
建
物
二
四
棟
、
掘
立
柱
塀
五
条
、
溝
四
条
、
井
戸
三
基
等
を
検
出
し

た
。
遺
構
は
大
別
し
て
Ａ

・
Ｂ
二
時
期
に
区
分
で
き
る
。
木
簡
は
Ｂ
期
の
井
戸

Ｓ
Ｅ
一
八
八
〇
の
埋
土
か
ら

一
点
が
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
の
埋
土
か
ら
は
平

城
官
と
同
範
の
軒
平
瓦
が
伴
出
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
井
戸
は
金
属
製
品
の
製

作
に
使
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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一　
内
裏
東
方
東
大
溝
地
区

東
大
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

ω
　
・
ｘ
申
請
暇
日
事

。
ｘ
回
　
回
　
□

12J

酢
ヵ〕

□
監
ヵ〕

右
二
人
召
継
　
　
　
　
右
二
人
侍
従
所
」

・
　
　
　
　
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（ＰＳ
ｘ
ぉ
差

常
事

名
召
勝
烈
薪
ぃ
顧
期
螂
罵
翻
、
公
嵯
城
五
月
」

。
「
　
　
　
八
歳
十
月
七
日
宇
治

　
　
」
　

Ｈ
マ
（じ
、

８
Ｐ
Ｉ

名
右
依
下
毛
野
金
仙
不
食
期
自
今
日
迄

．
二
日
斉
三
箇
日
御
食
不
奉
□
回
□
　
」

。
「
同
国

・　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「僧
房
所

甲ら
×
ｃ
ｅ
ｘ
ヽ

３
，

『団
剛
酢
館

一
升
五
合
　
房
預
紀
福
足
食

鵡
↓

三
月
十
三
日
別
当
佐
伯
千
□

」

電
Ｓ
×
伽
Ｐ
ｘ
い
　
Ｏ
Ｈ

・　
　
御
垣
本
所
編
十
二
枚
之
□
回
料
□

ｏ
□

　

九

月

□

三

日

中

衛

□

□

□

□

　

　

　

命
９

入

．じ

益

ｏ
留

（穿
ひ

・
「
一
　
造
東
院
所
　
　
請
藁
参
□

。
「
。―
　

　

『嶋
万
程
行
』
　
　
　
　
　
　
　
（蟄
）益
マ
”
ｏヽ

名
造
五
丈
殿
所
請
合
釘
四
隻
各
長
七
十
右
為
宇
相
下
桁
固

料
請
如
件
」

・
「　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
九
日
領
紀
廣
穂

同
Ｈ
日

日
Ｈ
□
歳
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

史
襦
×
ф
∞
Ｘ
ヽ
　
⇔
】
ド

名
牒
上
　
男
縄
御
所

□
物
部
廣
公
相
替
請
丈
部
国
勝
　
」

名
右
人
上
官
好
申
而
令
下
甘
樫

殿
　
　
　
九
月
二
日
□
国
中
□
成
」

（Ｎ∞）
×
（μ⇔）
Ｘ
Ｐ
　
おい
μ

諄
∞
Ｏ
Ｘ
ф
中
×
ヽ
　
⇔
μ
解
　
エ

(51



ωこう    こつ l19

名
口

□

日
Ｈ
日

―Ｉ

Ｈ

川

回

造
宮
省
　
合
漆
回
漆
日
Ｈ
ＩＩ
Ｈ
□
万
呂
　
　
　
　
」

。
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
回

日
Ｈ
日
□
天
平
宝
字
三
年
卿
従
三
位
藤
原
調
則
ナ
溢

ｏ解

御
贄
納
三
斗
　
天
平
宝
字
六
年
十
二
月
ｘ
　

（じ
と
望
ω
ｏ留

紙
三
百
五
十
七
張
選
文
一
百
五
張

□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

【十
ヵ
〕

・　
　
　
縣
犬
甘
門

・
□
回
　
□
□
九
回
□

西
円
瓢齢
安
大
Ｆ
Ｍ
課
阻
　
　
給
ｘ

名

口
宣

（題
簸
軸
）

名

口
宣

名
宿
直

（題
簸
軸
）

名
宿
直

ｘ
百
汁
八

勝
宝
五
年
□
□
□
日
二
百
十
三

×
日
大
上
天
皇
」

「録
主
水
司
大
膳

北
陸
道
□
□
　
」

「
ｏ
　
造
兵
司
矢
作
表
万
呂
」

「内
隔
南
方
西
門
籍
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｈじ
大
５
ふ

ｏ驚

・

名
北
西
門
　
他
田
宮
成
　
丈
部
□
敷
　
錦
ｘ

。
「　
　
　
　
　
　
□
合
四
人
　
　
　
　
　
　
　
（愁
ｙ
Ｓ
差

ｏ‘

名
＜
尾
張
国
智
多
郡
富
具
郷
和
本
部
臣
人
足

名
＜
調
塩
三
斗
天
平
勝
宝
七
歳
九
月
十
七
日

（μじ
恙
貿
∞
ｏ協

名
若
狭
国
三
方
郡
章
田
駅
子

三
家
人
国
□
御
調
塩
三
斗
」

。
「
　

　

『半

一
十

一
＊
普
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ超
溢
貿
”
ｏＨ

「く
丹
波
国
何
鹿
郡
拝
師
郷
柏
五
戸
秦
×
　

（懸
Ｙ
導
も

ｏ毬

名
＜
丹
後
国
与
社
郡
日
置
郷
庸
米
六
斗
く
」

名
＜
　
　
　
　
　
　
宇
良
採
部
身
万
呂
＜
」

醤
ｘ
導
養

ｏ世

＊

夜
三
百
十

一
」

（い『∽）
Ｘ
Ｈい
Ｘ
や
　
Ｏ
μψ

（只
Ｓ
）
×
μΦ
×
ф
　
ｏ
μΦ

解Ｓ
ｘ
６
∪
ｘ
∞

ｏ解

ド
０
ヽ
×

μ
り
×
∞
　
０
ド
μ
　
キ

益
ツ

ｈ
撃

（駕
）
×
Ｏ
ｅ
ｘ
∞　
ｏ曽

（］いじ
ｘ
∞卜
ｘ
∞
　
ｏ∞
μ

Ｇ
Ｏ
×
命
じ
×
伽
　
０２

（Φω）
Ｘ
〕や
×
⇔
　
００
μ



∞
∞
Ｏ
　
　
Φ
×

Ｈ
［

×

＝
［
∞

＊
　
　
∞
∞
Φ
　
　
∞

×

Ｈ
［

×

』
日
＝

淵
∞
〇
　
　
荀

×

［
∞

Ｘ

６
ω

＝
∞
〇

　

∞

〉へ
〇
出
Ｘ

∞
蝉

■
　
　
［
∞
Ｏ
　
　
Φ

Ｘ

∞
＝
×

い
ヽ

Ｘ
　
　
”
∞
〇
　
　
∞

×

Ｗ
¨

Ｘ

出
∞

出
∞
０

　

０

×

∞
［

×

』
∞
¨

瀾
い
〇
　
　
い

Ｘ

∞
瀾
Ｘ

（
Φ
ω
聟
）

［
∽
〇
　
　
章

Ｘ

Φ
¨

×

∞
∞
∞

「
　
　
　
　
摯

一
￥
当
国
ヨ
耳
暫
＞
」
。

「
口
回
□
□
影
土
躍
軍
淳
国
望
望
＞
」
・　
０

０
Ｆ
〓
〓
Ｃ
Ｓ
掌
里
単

「
早
手
燦
Ｔ
＞
」
　

０

「＞
Ｊ
獣
摯
樹
立
＞
」
　

ω

「
士
朝
」
　

①

「￥
￥
＞
」
　

①

「
〓
＋
勲
＞
」
　

④

士
　
　
Ｈ
∞
〇
　
　
∞
Ｘ
∞
¨
Ｘ
”
〇
［

¨
∞
〇
　
ヾ
×
∞
出
×
』
』

「＞
ｇ
＋
〕
升
Ａ
茎
Ｊ
￥
ツ
諏
躍
Ｙ
子
燿
国
三
年
単
燦
〒
て
ゴ
士
測
畢
Ψ
躍
影
躍
国
騒
□
＞
」

□
□
と
当
邁
調
和
叫
陣
叫
四
餌
型
肖
理
師
醜
珊
床
章
　
Ｊ
翻
醐
γ
帥
箋
爆
挙
口
〓
単
普
燦
￥
て
〓
Ⅳ
ま
尋
躍
滋
晋
国
望
挙
」

「Ｙ
醐
芍
碍
剤
郵
乳
倒
荏
刈
醐
師
陛
醐
床
ロ
ウ
〓
幸
郵
と
主
　
里
戟
Ｊ

一
朝
ツ
涵
薯
彩
冒
】
星
燦
奉
載
解
秘
士
盤
巳
調
国
μ
瑠
＞
」

【∞
Φ　
　荀
Ｘ
（∞
∞）
Ｘ
め∞
い「

□
□
□
》
翠
生
留
聯
》
聯
」
・

Ｔ

Ｖ
〕

「）
載
疑
彰
》
□
泌
章
申
捌
翠
劫
翠
揚
堅
騨
姻
上
．

ｘ
３
ｏ
』
溢
∞
益
∽＝
　
　
　
　
　
「＞
Ｊ
翻
ツ
甲
肇
国
中
期
＞
」

キ
路
ｏ
ヽ
苺
∞
当
Φ出

「
Ｙ
￥
解
不
謗
Ｗ
Ｉ
辛
寧
Ｖ
郵
翼
と
Ｘ
＞
」
。

「　
　
　
　
十
１
平
甲
難
立
甲
躍
疑
膨
＞
」
。

Ｘ
　
　
渭
∞
〇
　
い
×
』
［
×
〇
い
召

「
　
Ｊ

　

暫
＋
翠
身
郵
剰
と
当
　
　
　
里
繋
軍
謗

＞

　

一二
運
動
物
勒
皆
中
鮨
滋
璽
躍
幸
軍
国
差
印
＞
」

酪
ｏ
ｗ
益
∞
大
ωＳ

×
□
□
樹
ｇ
γ
宰
Ⅵ
燦
獣
躍
国
軍
国
ぼ
▽
＞
」

「＞
Ｊ
￥
￥
聯
甚
膨
緯
ｒ
γ
学
窮
燦
獣
割
軍
町
躍
国
峯
国
μ
》
＞
」

「半
里
￥
零
畢
冒
】
解
辞
】
単
上
□
解
翻
叢
躍
鍵
と
国
勢
Ｔ
＞
」

鼎半⑫T甲ウ996F

1081    1181    C81    1881



＜
周
防
国
佐
波
郡
牟
礼
郷
上
村
里
戸
辛
人
床
日
回
□
二
枚
神
亀
三
年
十
月
＜
」

溝
状
唯
積
Ｓ
Ｘ

一
二
九

一
三

「＜
阿
波
国
那
賀
郡
薩
麻
駅
子
戸
鵜
甘
部
□
麻
呂
戸
同
部
牛
調
堅
魚
六
斤
□
平
七
×
＜
」

「＜
因
腸
国
巨
濃
郡
潮
井
郷
河
会
里
物
部
黒
麻
呂
中
男
作
物
海
藻
六
斤
　
天
平
七
年
七
月
＜
」

⑥
の
紀
福
足
は
延
暦

一
二
年
六
月

一
一
日
の

「東
大
寺
解
」

（『平
安
遺
文
』

八
十
四
一一八
九
）
に
正
六
位
上
行
中
監
物
と
し
て
名
前
が
み
え
る
人
物
に
あ
た
ろ

う
。
こ
の
木
簡
は
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
の
最
上
層
か
ら
の
出
上
で
あ
り
、
年
代
的
に

も
矛
盾
し
な
い
③
③
ｉ
⑩
は
造
営
関
係
の
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
造
営
関

係
木
簡
が
数
点
出
上
し
て
お
り
、
⑩
の
天
平
宝
字
三
年
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
と

同

一
の
層
に
集
中
す
る
。
天
平
宝
字
年
間
は

『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
宮
の

改
作
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
今
回
の
一
連
の
木
簡
も
こ
れ
と
関
わ
る
可
能

性
が
高
い
。
ま
た
、
天
平
宝
字
三
年
の
時
点
の
造
宮
卿
の
名
前
は
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
⑩
の
木
簡
に
よ
っ
て
、
従
三
位
の
藤
原
氏
で
あ
る
か

ら
、
藤
原
永
手
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
①
ｉ
の
は
門
に
関
係
す
る
木
簡
で
あ

る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
東
大
溝
の
西
の
内
裏
東
外
郭
に
あ
た
る
場
所
で
多
く

の
建
物
や
塀
を
検
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
遺
構
が
門
の
守
衛
に
関
わ
る
も
の
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
貢
進
荷
札
で
は
Ｇ
の
木
簡
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
参
河
国
幡
豆

（芳
図
）
郡
の
贄
貢
進
荷
札
は
析
嶋
と
篠
嶋
の
ニ
カ
所
の
例

の
み
知
ら
れ
て
い
た
が
、
二
つ
の
島
に
狭
ま
れ
た
日
間
賀
島

（比
莫
嶋
）
か
ら
も

（］∞卜）
×
や卜
Ｘ
∞　　〇∞
μ

や
⇔
ド
Ｘ

中
ヽ
×

釦
　

Φ
∞
【

∞
⇔
∞

Ｘ

的
∞

×

∞
　
　
〇
∞
ド
　
　
Ｘ

贄
が
貢
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
比
莫
鳴
の
贄
の
荷
札
は
次
の
佐
紀

池
南
辺
地
区
か
ら
も
出
上
し
て
い
る

（後
掲
）。
側

。
②
は
専
当
官
の
記
載
が
あ

る
荷
札
で
あ
る
。
以
前
の
出
土
例
と
合
わ
せ
て
、
専
当
官
の
荷
札
は
四
点
と
な

っ
た
。
例

，
①

。
⑭
に
は
駅
子
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
は
じ

め
て
知
ら
れ
た
駅
名
で
あ
る
。

一
一　
佐
紀
池
南
辺
地
区

木
屑

・
炭
層

⑪

　

「＜
伯
脅
国
相
見
郡
巨
勢
郷
雑
騰

一
斗
五
升
養
老
□
年
十
月
＜
」

牌
Φ
『
×
μ
卜
×
∞
　
〇
∞
μ

②
　
。
「＜
若
狭
国
遠
敷
郡
離
麟
一里
坦
国
際
剛
＜
」

名
＜
和
銅
四
年
四
月
十
×
　
　
　
＜
」
　
　
　
μ⇔マ
∞費
”
巨

①

　

「＜
讃
岐
国
香
川
郡
細
郷
生
壬
得
万
白
米
五
斗
＜
」

牌
∞
伽
Ｘ
］
∞
×
”
　
　
Φ
∞
μ
　
　
■

①
　
。
「
丹
比
門
十
二
月
番
下
□

名
麻
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（憲
）
ｘ
遭
赴

ｏ‘

1441



1986年出上の木簡

(9)

二
‐
　
　
　
　
□
河

丈
部
若
麻
呂
　
　
丈
部
若
麻
呂

天
剛
く
く
　
　
　
天
剛
く
く

熱
□

丈
部
若
麻
呂
　
　
丈
部
若
麻
呂

天
剛
く
く
　
　
　
天
剛
く
く

長
□
　
　
　
　
　
」

≒
急
く
如
く
律
く
令
く
　
　
　
　
」
（右
側
面
）

名
急
く
如
く
律
く
令
く
　
　
　
　
」
（左
側
面
）
μ］受
ぷ
×
“

自
岸
キ

「
く
大
林
薦
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨中望
］聟
∞

〔耳
≧

「＜
供
　
御
□
糸
十
約
」
　
　
　
　
　
　
　
Ｐμジ
ゃ支
伽

□
染
司
在
釜

一
口
酔
仮一
駅
臥
附

□
部
造
得
末
呂
□
作
□
□
酢
翻
未
□

□
□
足
三
在
入
六
斗
釜
二
口
受
　
　
　
　
（臣
ゞ
ａ
ｙ
Ｎ
ｏ解

「＜
参
河
国
芳
豆
郡
比
莫
鳴
海
部
供
奉
四
月
料
大
贄
＝

＝
黒
鯛
六
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的ｏ聟
μ貿
∞
ｏ駕

キ

⑩

　

「＜
美
濃
国
麦
門
冬
五
升
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
ｙ
］Ｖ
∞
ｏ懇

エ

①

　

「＜
主
水
司
布

一
端
六
尺
」
　
　
　
　
　
　
ＰＳ
通
宴
∞
ｏ駕

キ

⑫
　
。
「＜
南
方
帳
十

一
回
」

名
＜
二
回
副
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞ダ
］貿
ｏ
ｏ駕

０
は
特
異
な
記
載
を
持
つ
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
出
上
し
た
層
か
ら
考
え
て
、

奈
良
時
代
の
前
半
に
遡
る
こ
と
に
な
り
、
呪
符
木
簡
と
し
て
は
藤
原
宮
跡
第
四

七
次
出
上
の
も
の
（本
誌
掲
載
）
と
と
も
に
最
古
の
部
類
に
属
す
る
。

東
西
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
九
六
五

⑬

　

＜
讃
岐
国
香
川
郡
細
郷
秦
公
□
　
　
　
　
　
（霊
∀
〕受
伽
ｏ毬

〔官

≧

⑭
　
・星
型
左
弁
□
巖
苅蚊

名
丈
部
伯
麻
呂
　
伯
麻
×
　
　
　
　
　
　
　
（霞
∀
〕ダ
∞
ｏ‘

四
　
左
京
三
条
二
坊
三
・
四
坪

井
戸
Ｓ
Ｅ
三
九
三
〇

ω

　

＜
小
□
郷
弟
国
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

赴
露
ω
ｏ毬



五
　
左
京
三
条
二
坊
七
坪

薄

Ｓ
Ｄ

一
四

ω
　
。
「尾
張
国
海
部
郡
嶋
里
」

名
回
連〔酢
配
□
□
口
　
」

坊
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
六

②

　

「□
回

井
国
人
等
上
日
帳
」

０

　

正
宮
四
人
　
内
蔵
二
人

④

　

播
磨
国
神
前
郡
陰
山
郷
□
ｘ

Ｏ

　

「＜
厨
布
直
銭
二
貫

⑥
　
　
ｘ
年
二
月
料
御
贄
宇
波
加
六
斤
」

②
は
木
箱
の
蓋
に
墨
書
し
た
も
の
。
①
は
上

・
下
端
が
二
次
的
に
削
ら
れ
て

い
る
。

一ハ
　
右
京
八
条

一
坊
十
四
坪

井
戸
Ｓ
Ｅ
一
八
八
〇

０

　

「秦
五
　
　
米

一
斗

十

一
月
十
七
日
□
」
　
　
μ黛
恙
貿
”
ョ

μ頓０
×
ф
∞
Ｘ
∞
　
０
牌
μ

∞
ω
ゆ
×

い
〇
×
Φ
　
Ｏ
⇔
】

俗
樹
）又
一ｏ
ｘ
〕

０営

（いωや）
Ｘ
（μ∞）
Ｘ
ヽ
　
Φ∞一

命
鶴
）
×
】
ｘ
∞　
３
や

（
μ
・武
〕
Ｘ

胸
∞
ｘ
０
　
０
中
０

９
　
関
係
文
献

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『奈
長
目
立
文
化
財
研
究
所
年
報
一
九
八
七
』

（
一
九
八
七
年
）

同

『昭
和
６‐
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
郡
発
掘
調
査
概
報
』
盆
九
八
七
年
）

同

『平
城
宮
発
据
調
査
出
土
木
簡
概
報
の
』
全
九
八
七
年
）

（寺
崎
保
広
）



囲 1986年度発掘地      ▼ 1986年度木街出土地
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1986年出上の木簡

奈
良
。藤
原
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
木
之
本
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
一
二
月
ｉ

一
九
八
六
年
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
舟
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
英
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衛

・
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
―
八
世
紀
初
頭

７
　
逹退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

香
久
山
の
西
麓
に
お
い
て
一
九
八
五
年
の
第
四
五

・
四
六
次
調
査
に
続
い
て

第
四
七

・
五
〇
次

（西
）
調
査
を
行

っ
た
。　
第
四
五

。
四
六
次
調
査
地
を
合
わ

せ
た
総
面
積
は
二
〇
〇
〇
〇
ポ
で
、
ほ
ば
藤
原
京
左
京
六
条
三
坊
の
東
北
坪
と

東
南
坪
に
当
た
る
。
こ
の
う
ち
第
四
七

・
五
〇
次

（西
）
調
査
地
は
六
条
三
坊

の
中
心
部
お
よ
び
東
北
坪
西
南
部
に
当
た
る
。
両
調
査
地
は
東
西
に
接
し
て
始

り
、
面
積
は
合
わ
せ
て
四
〇
〇
〇
ド
で
あ
る
。

第
四
五
次
か
ら
第
五
〇
次
ま
で
の
調
査
の
所
見
を
簡
略
に
述
べ
る
と
、
遺
構

は
古
墳
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
藤
原
官
期
は
Ａ

・
Ｂ
二
時

期
に
大
別
で
き
る
。

Ａ
期
は
道
路
と
区
画
の
塀
を
中
心
と
し
た
時
期
で
、
東
三
坊
坊
間
路
、
六
条

条
間
路
、
坪
の
周
囲
を
限
る
塀
、
坪
を
東
西
あ
る
い
は
南
北
に
三
分
す
る
塀
な



ど
で
あ
る
。
坊
間
路
は
八
二
ｍ
、
条
間
路
は
六
〇
ｍ
分
を
検
出
し
た
が
、
条
間

路
は
想
定
位
置
よ
り
約

一
四
ｍ
北
に
あ
る
。
両
路
は
調
査
地
西
端
で
交
差
す
る
。

建
物
は
、
東
南
坪
に
小
規
模
建
物
二
棟
、
東
北
坪
に
三
棟
あ
る
。
こ
の
三
棟
の

建
物
は
柱
筋
を
揃
え
る
関
係
に
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ

る
。
坊
間
路
の
北
に
は
東
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
三
〇
が
あ
り
、
奈
良
時
代
に
も
存

続
す
る
。
調
査
地
東
端
の
香
久
山
に
近
接
す
る
付
近
に
は
幅

一
九
ｍ
以
上
、
深

さ

一
・
二
ｍ
の
南
北
大
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
四
三
が
あ
り
、
東
三
坊
大
路
想
定
位
置
に

当
た
る
が
、
大
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
藤
原
京
の
東
堀
河
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。
先
の
東
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
三
〇
は
こ
の
Ｓ
Ｄ
四

一
四
三
に
接
続
す
る
。

Ｂ
期
は
道
路
や
区
画
の
塀
が
大
き
く
改
め
ら
れ
、
大
規
模
な
建
物
が
整
然
と

配
さ
れ
て
坊
内
の
利
用
状
況
が

一
変
す
る
時
期
で
あ
る
。
ま
ず
条
間
路

・
坊
間

路
や
、
東
南
坪
を
南
北
に
分
け
る
塀
は
廃
さ
れ
、
東
北
好

。
東
南
坪
と
も
坪
内

を
東
西
に
三
分
す
る
南
北
塀
よ
り
西
が

一
体
の
も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
、
東
半

部
は
空
閑
地
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

建
物
は
、
坊
間
路

・
条
間
路
が
交
差
し
て
い
た
位
置
の
や
や
南
で
、
坊
の
中

心
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
七
間
×
三
間
の
身
舎
に
上
庇
の
つ
い
た
東
西
棟
建
物
Ｓ

Ｂ
五
〇
〇
〇
が
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
に
八
棟
の
東
西
棟
建
物
や
南
北
棟
建
物
が

整
然
と
並
ぶ
。
Ｓ
Ｂ
五
〇
Ｏ
Ｏ
は
こ
の
建
物
群
の
正
殿
と
み
ら
れ
、
前
殿
や
脇

殿
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
建
物
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
建
物
群
は
正
殿
が
坊
の
中
心
部
に
く
る
の
で
、　
一
坊
全
体
の
占
地

に
基
づ
く
配
置
と
考
え
ら
れ
る
が
、　
一
坊
の
占
地
は
藤
原
京
で
は
初
め
て
の
検

出
例
で
あ
る
。
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
官
殿
邸
宅
と
も
、
官
衝
と
も
考
え
ら
れ

る
が
明
確
で
な
い
。

次
に
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
大
規
模
な
区
画
施
設
や
整
然
と
し
た
建
物
群
は

み
ら
れ
な
ぐ
な
る
が
、
な
お
建
物

一
〇
棟
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
引
続
き
重
要

地
域
と
し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

調
査
地
南
半
で
は
塀
と
溝
に
よ
る
方
形
区
画
内
に
南
北
に
並
が
二
棟
の
東
西

棟
建
物
を
配
置
し
て
消
り
、
北
半
で
は
総
柱
の
倉
庫
風
建
物
や
、
東
西
に
並
ボ

小
建
物
が
あ
る
。
ま
た
藤
原
京
Ａ
期
以
来
の
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
三
〇
が
こ
の
時

代
に
も
存
続
し
て
お
り
、　
そ
の
第
四
七

・
五
〇
次

（西
）
調
査
地
内
で
木
筒

。

墨
書
土
器
が
出
上
し
た
。
ま
た
第
四
七
次
調
査
地
に
は
大
溝
の
南
岸
に
接
し
て

井
戸
Ｓ
Ｅ
四
七
四
〇
が
あ
り
、
呪
符

・
墨
書
土
器
が
出
上
し
た
。

東
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
三
〇
は
坊
の
想
定
心
か
ら
三
六
ｍ
北
の
位
置
に
あ
り
、

総
長

一
二
〇
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
東
方
で
は
幅
四

・
五
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
で

あ
る
が
、
西
に
向
か
っ
て
次
第
に
深
く
な
り
、
調
査
地
西
端
で
は
幅

一
一
ｍ
、

深
さ

一
・
八
ｍ
を
測
る
。
東
端
は
南
北
大
溝
に
接
続
す
る
が
、
溝
底
の
レ
ベ
ル

か
ら
み
て
西
流
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
北
岸
は
比
較
的
直
線
的
で
、
当
初
の

姿
を
と
ど
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
南
岸
に
は
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
た
部
分
が

あ
る
。
堆
積
土
は
下
か
ら
茶
褐
色
砂
礫

。
青
灰
色
粘
質
土

・
灰
褐
色
粘
質
土
お

よ
び
淡
い
褐
色
粘
質
土
に
分
け
ら
れ
る
。
茶
褐
色
砂
礫
層
は
濤
底
に
わ
ず
か
に

残
存
し
、
七
世
紀
の
遺
物
を
含
み
、
こ
の
濤
の
開
削
が
藤
原
官
期
ま
で
さ
か
の

ば
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
青
灰
色
粘
質
土
は
奈
良
時
代
の
層
で
、
何
度
も
流
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路
を
変
え
な
が
ら
流
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
が
、
し
だ
い
に
滞
水
す
る
よ
う

に
な
り
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
。

こ
の
溝
か
ら
は
多
数
の
遺
物
が
出
上
し
て
い
る
が
、
藤
原
宮
期
の
も
の
は
少

な
く
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
遺
物
が
多
い
。
主
な
遺
物
と
し

て
は
、
木
簡
二
五
点
、
塁
書
の
あ
る
斎
串

一
点
、

「
香
山
」
の
墨
書
土
器
三
点

な
ど
墨
書
土
器
六

一
点
、陶
硯

・
緑
釉
獣
脚
硯

・
風
字
硯

・
黒
色
土
器
、
土
馬
・

製
塩
土
器

。
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
、
輔
羽
日
、
パ
ル
メ
ッ
ト
押
捺
文
軒
丸
瓦
、
人

形

・
斎
串

。
刀
子
形

・
馬
形
、
木
針
、
櫛
、
琴
柱
、
鉄
釘
、
和
同
開
琳
が
出
土

し
た
。
木
簡
と
墨
書
の
あ
る
斎
串
は
東
西
大
溝
の
う
ち
、
南
岸
に
接
す
る
井
戸

付
近
か
ら
西
の
奈
良
時
代
の
層
か
ら
出
上
し
た
。
霊
亀
三
年
の
年
紀
の
あ
る
も

の
が
あ
り
、
他
の
木
簡
も
奈
良
時
代
前
半
の
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
な
う
。

東
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
三
〇
の
南
岸
に
接
す
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
四
七
四
〇
は
、
方
形

横
板
組
で
、
内
法

一
辺
○

。
九
ｍ
あ
り
、
横
板
は
平
均

一
二
枚
ほ
ど
残
り
、
高

さ
三

。
Ｏ
ｍ
内
外
で
あ
る
。
掘
形
は
上
端
が
径
約
六
ｍ
の
不
整
円
形
で
、
底
部

は
一
辺

一
・
七
ｍ
内
外
の
方
形
と
な
る
。
深
さ
は
三

・
六
ｍ
あ
る
。
井
戸
枠
内

か
ら
は
呪
符

一
点
の
他
、

「
香
山
」
の
墨
書
土
器

一
〇
点
な
ど
墨
書
土
器
三

一

点
、
土
師
器

。
須
恵
器

・
黒
色
土
器
、
瓦
、
鎌

・
環
状
鉄
製
品

・
鉄
釘

。
小
環

付
金
鋼
製
細
棒
、
無
文
銀
銭

。
和
同
開
弥
等
が
出
上
し
た
。
上
器
は
最
下
層
か

ら
飛
農
Ⅵ
ｉ
平
城
官
Ⅲ
段
階
、
下
層
か
ら
平
城
宮
Ⅲ
段
階
、
中
層
か
ら
平
城
宮

Ⅵ
段
階
、
上
層
か
ら
は
九
世
紀
ｉ

一
〇
世
紀
初
頭
の
も
の
が
出
上
し
た
。
呪
符

は
最
下
層
か
ら
、
墨
書
土
器
の
大
部
分
は
下
層
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。

８
　
木
衝
の
釈
文

・
内
容

井
戸
Ｓ
Ｅ
四
七
四
〇

ω

　

「
□

不
殺
　
（符
篠
）未
方
女
者
」

（
上
面
二
墨
線
ア
ツ
）

東
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
四
一
三
〇

②

　

「
収
霊
亀

三
年
稲

養

×

①
　
。
「菜
採
司
謹
白
奴
□
鳴
逃
〔酢

配
」

14)

名
別
申
病
女〔剛
酌
妃
□

甲
⊆
発
つま

百
十
七東
一面
ヵ〕

名
四
月〔剛
配
日

〔〓
一ヵ
〕

名
代
□
斗
…
□

「
斗
四
升
」

□
小
豆
□
□
□
」

〔人
ヵ
〕

□
夫
等

μ
釦
〇
×

牌
伽
×

伽
　
　
〇
⇔
騨

（μμ∞）
Ｘ
（］〇）
×
ヽ
　
Φ∞
μ

］
〇
∞
×
中
Φ
Ｘ
∞
・
枷
　
　
Ｏ
μ
μ

（∞Φ中）
×
μ∞
×
卜　　〇
牌Φ

Ｏ
Φ
μ

（
枷
μ
＋
や
Φ
）
Ｘ
∞
］
Ｘ
〕

Ｏ
μ
Φ

駕

×
ρ

じ

ｘ
∞
　

ｏ
驚

（∞卜）
×
］Φ
Ｘ
卜　　Ｏ
μΦ

（ヽ
Ｐ）
×
（牌∞）
Ｘ
解　　
〇∞
Ｐ



名
＜
近
江
国
蒲
×

二
，＜
宿
□

戸
ｘ

「＜
六
斗
」

「左
京
職
」
（斎
串
）

ll②    llll l10

○ 木号収破分出土地

0 既出土地

A 奈良県調査出土地

数字 :調査次数

②
の
木
簡
は
官
司
あ
る
い
は
庄
所
な
ど
で
の
稲
の
収
納
を
示
し
て
い
る
が
、

貢
進
物
荷
札
や

「菜
採
司
」
と
記
し
た
木
簡
が
あ
る
の
で
官
司
の
可
能
性
が
あ

ろ
う
。
天
平
二
年
の

『
大
倭
国
正
税
帳
』
に
よ
れ
ば
養
老
四
年
と
七
年
に

「香

山
正
倉
」
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
木
簡
と
関
係
が
あ
ろ
う
か
。
多
量
の

「香
山
」
の
墨
書
土
器
が
出
て
い
る
よ
う
に
、
カ
グ
ヤ
マ
を

「
香
山
」
と
書
く

例
は
多
い
。
⑫
は
斎
串
で
、
左
京
職
は
平
城
京
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る

と
、　
平
城
左
京
職
と
こ
の
場
所
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。

平
安
京
の
例
で

は
左
京
職
の
官
衝
神
と
し
て
左
京
二
条
に
久
慈
真
智
命
神
が
祀
ら
れ
て
お
り
、

『
延
喜
式
』
（神
名
上
）
で
は
こ
の
神
に
つ
い
て

「
本
社
　
坐
大
和
国
十
市
郡
天

香
山
坐
櫛
真
命
神
」
と
あ
る
の
で
、
天
香
山
に
鎮
座
の
神
を
分
祀
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
手
掛
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

。
藤
原
官
発
掘
調
査
出
土
木
衡
概
報
い
』

（
一
九
八
七
年
）

同

『
飛
鳥

。
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報

一
七
』
全

九
八
七
年
）

（加
藤
　
優
）
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０
お

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
日

「
ヨ

「
∃

「
∃

「
∃

「
ヨ
「
ヨ

「
∃

「
劇

「
ヨ

「
∃

「
ヨ

「
劇

「



奈
良
。
和
田
廃
寺

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
和
田
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６‐
）
一
〇
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
蔦
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
英
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院

・
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
？

一
三
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
上
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
和
田
廃
寺
第
三
次
調
査
と
し
て
行

っ
た
も
の
で
、
場
所
は

「山
田

道
」
の
後
身
か
と
推
定
さ
れ
る
県
道
橿
原
神
宮
東
口
停
車
場
線
の
北
側
に
接
す

る
水
田
で
、
第
二
次
調
査
で
検

出
し
た
塔
跡
（大
野
琢
）
の
東
南

約

一
二
〇
ｍ
に
当
た
る
。
調
査

地
は
南
北
二
地
区
に
分
か
れ
、

面
積
は
二
四
五
ポ
で
あ
る
。

北
区
は
全
体
が
東
南
か
ら
西

北

へ
の
流
路
内
で
、
弥
生
時
代

か
ら
中
世
ま
で
の
遺
物
が
混
じ

り
あ

っ
て
い
る
。
古
墳
時
代
の

土
器
や
中
世
の
上
器
類
は
多
量
に
出
上
し
た
が
、
藤
原
官
期
、
奈
良
時
代
の
も

の
は
少
な
い
。
他
に
、
る
つ
ば

・
輪
羽
口
。
鉱
滓
な
ど
鋳
造
関
係
の
遺
物
、
滑

石
製
有
孔
円
盤

一
点
、
延
喜
通
宝

一
点
、
木
衛
二
点
が
出
上
し
た
。

南
区
で
は
東
西
九
ｍ
に
お
よ
が
計

一
一
個
の
中
世
の
立
石
列
を
検
出
し
た
。

現
県
道
が

「山
田
道
」
を
踏
襲
し
て
い
る
な
ら
ば
、
中
世
の

「山
田
道
」
の
北

路
肩
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
ま
た
西
に
あ
る
薬
師
堂
の
前
身
遺
構
と
も
考
え
ら

れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①

　

□
　
　
□
□
　
　
□

□
大
八
嶋
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
∀
α
∀
釦
Φ驚

②
　
□
□〔酬
ロァ、足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（む
∀
牌マ
∞
露

木
簡
は
古
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
中
世
遺
物
と
共
に
出
土
し
た
の
で
、

は
っ
き
り
し
た
時
期
は
わ
か
ら
な
い
。

「
大
八
鳴
」
は
日
本
を
指
す
言
葉
と
し

て
宣
命
等
に
用
い
ら
れ
る
が
、
宣
命
で
は

「
大
八
洲
」
と
記
す
例
が
多
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
飛
鳥

。
藤
原
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
∩
』

（
一
九
八
七
年
）

同

『
飛
鳥

。
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報

一
七
』

（
一
九
八
七
年
）

（加
藤
　
優
）

(吉野山)



1986年 出上の木簡

奈
良
ｏ
橘

　

寺

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
橘

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６‐
）
九
月
ｉ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
£
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
英
男

５
　
泣還
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
ぞ

一
五
世
紀

７
　
逹退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
地
は
橘
寺
の
北
西
約

一
七
〇
ｍ
の
地
点
で
、
橘
寺
と
そ
の
北
に
位
置

す
る
川
原
寺
と
の
旧
境
界
と
考
え
ら
れ
る
里
道
の
南
側
で
あ
る
。
調
査
区
は
東

西
ニ
カ
所
に
分
れ
、
面
積
は

一

六
〇
∬
で
あ
る
。
遺
構
は
大
別

し
て
Ｉ
期

（
七
世
紀
後
半
）
。
Ｉ

期

（
八
世
紀
中
頃
）
・
Ⅲ
期

（中

世
）
に
区
分
で
き
る
。

Ｉ
期
は
掘
立
柱
東
西
塀
Ｓ
Ａ

Ｏ

一
と
そ
の
北
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ

二
で
、
Ｓ
Ａ
Ｏ

一
は
東
区
で
二

間
分
、
西
区
で

一
間
分
を
確
認

一
ヽ
一

・
・
・
・
・
・
ニ

Ｎ
■
患
島
饉
典

渕
吋
江

／

洋
ぐ
ビ
一

し
、　
一
五
間
分
が
復
原
で
き
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
は
塀
心
か
ら
三
ｍ
北
に
あ
る
素
掘

り
溝
で
あ
る
。
Ⅱ
期
は
土
羨
Ｓ
Ｋ
Ｏ
五
が
あ
る
。
東
西
四

。
五
ｍ
、
南
北
三

・

川  原  寺

l今
回 調 査 地

|

|

|

(吉野山)

橘 寺 調 査 位 置 図 (1:2000)



五
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
で
、
造
営
工
事
の
廃
材
や
塵
芥
を
投
棄
し
た
ゴ
ミ
捨
て

穴
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
上
媛
や
Ｉ
期
整
地
層
か
ら
出
上
し
た
瓦
は
川
原
寺
創

建
瓦
を
含
む
七
世
紀
後
半
の
も
の
、
土
器
は
藤
原
官
期
か
ら
奈
良
時
代
中
頃
の

も
の
で
あ
る
。
土
竣
中
か
ら
木
簡
が
九
点
出
土
し
た
。
Ⅲ
期
は
Ｓ
Ａ
Ｏ

一
か
ら

五
ｍ
北
に
設
け
ら
れ
た
築
地
塀
Ｓ
Ａ
〇
三
と
そ
の
北
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
四
、
土
羨

Ｓ
Ｋ

一
〇
等
で
あ
る
。
Ｓ
Ａ
Ｏ
三
は
基
底
部
幅
三
ｍ
、
残
存
高
約
○

。
五
ｍ
で
、

築
地
本
体
は
削
平
さ
れ
て
い
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ
四
は
築
地
の
北
二
ｍ
に
あ
り
、
深
さ

一
・
三
ｍ
、
復
原
幅
二
ｍ
で
、
鎌
倉
時
代
ｉ
室
町
時
代
初
期
の
上
器

。
瓦
が
大

量
に
出
土
し
た
。
こ
の
築
地
は
以
前
に
確
認
し
て
い
る
橘
寺
北
限
の
築
地
塀
の

西
延
長
部
で
、
今
回
北
門
心
か
ら

一
五
四
ｍ
分
確
認
し
た
こ
と
に
な
り
、
西
限

は
さ
ら
に
西
に
延
び
る
。
築
地
基
底
部
出
上
の
遺
物
か
ら
み
て
、
前
身
の
築
地

が
あ

っ
た
と
し
て
も
八
世
紀
中
頃
以
前
に
は
さ
か
の
ば
り
え
な
い
。
そ
れ
以
前

は
南
の
東
西
塀
が
北
限
施
設
で
あ

っ
た
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
塀

や
築
地
は
川
原
寺
の
伽
藍
方
位
に
一
致
し
、
遺
物
の
上
で
も
同
寺
と
共
通
す
る

も
の
が
多
い
か
ら
、
古
代
に
お
い
て
は
橘
寺
の
北
限
域
は
、
川
原
寺
の
強
い
影

響
下
に
あ

っ
た
ら
し
い
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

〔香
ヵ
〕

⑪
　
。
「＜
□
川
郡
□
□
郷
□
□
□
□
」

名
＜
□
十

一
口
□

　

　

　

　

」
　

　

　

　

　

μ枷∞
恙
受

∞

畠
］

②
　
　
×
魚
煮

一
連
上
」
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

（じ

溢
マ

］

３
Φ

①

「＜
煮
晩
」

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

。

（
一
九
八
七
年
）

同

『飛
舟

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報

μ
μ
卜

Ｘ

中
∞

Ｘ
　
］
　
　
〇
∞
∞

藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
い
』

一
七
』
（
一
九
八
七
年
）

（加
藤
　
優
）木 簡 (3)



1986年出上の木簡

京
都
。長
岡
京
跡
Ш

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
長
岡
京
市
今
里
北
ノ
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
側
）
八
月
ぞ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
旬
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
Ｈ石
崎
　
誠

５
　
泣退
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
八
世
紀
末

７
　
泣退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
倉
庫
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
実
施
し
た
。
調
査
地
は
、

長
岡
京
跡
右
京
三
条
二
坊
十
四
町
推
定
地
に
あ
り
、
三
条
条
間
小
路
南
側
溝
の

検
出
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
長
岡
京
跡
右
京
第
二
三
九

次
（
７
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｃ
１
４
地
区
）
調

査
と
し
て
行

っ
た
。

当
調
査
で
は
、
長
岡
京
期
の

掘
立
柱
建
物

一
棟
と
、
三
条
条

間
小
路
南
側
溝
が
検
出
さ
れ
た
。

こ
の
小
路
側
溝
は
、
ほ
ぼ
推
定

位
置
に
検
出
さ
れ
、
そ
の
規
模

は
、
幅

一
・
五
ｍ
、
深
さ
○

。
二
ｍ
を
測
る
。
埋
土
は
、
下
層
の
砂
層
と
上
層

の
粘
質
土
層
に
分
か
れ
、
両
層
か
ら
長
岡
京
期
の
遺
物
が
出
上
し
た
。
木
簡
二

点
は
、
上
層
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
伴
出
遺
物
に
は
、
土
器
類
、
カ
マ
コ
、

斎
串
等
が
あ
り
、
下
層
か
ら
は
、
和
同
開
琳
、
墨
書
土
器
等
が
出
上
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①

　

「＜
日
部
郷
□
連
赤
人
五
斗
」
　

　

　

　

　

　

解『巽
］ダ
Φ
。駕

②

　

「
□
□

×

×
□
□
日
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ釦支
含
Ｙ
Ｎ
ｏＦ

①
　
　
「
○
」
（斎
串
の
墨
垂
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］庫
×
∞］
×
中
８
Ｐ

（岩
崎
　
誠
）

(京都西南部)



京
都
。平
安
京
右
京
三
条
二
坊
八
町

１
．
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
中
京
区
西
ノ
京
原
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６．
笙

一
一月
―

一
九
八
七
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
木
下
保
明

・
堀
内
明
博

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
連退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
安
京
三
条
二
坊
八
町
の
東

一
ぞ
三
行
北
四
、
五
門
に
位
置
す
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
平
安
時
代
前
期
か
ら
中
期
の
貴
族
の
宅
地
の
一
部
と
み
ら
れ

る
東
広
庇
付
き
の
二
間
ｘ
四
間

の
掘
立
柱
建
物
と
そ
の
南
に
接

し
て
つ
く
ら
れ
た
苑
池
と
思
わ

れ
る
石
組
み
遺
構
、
井
戸
、
そ

し
て
西
靭
負
小
路
の
西
側
構
と

一
町
の
真
中
や
や
西
よ
り
を
南

北
に
流
れ
る
幅
約
六
ｍ
の
川
跡

な
ど
が
あ
る
。

木
簡
は
川
跡
の
堆
積
土
上
層

か
ら
出
上
し
て
い
る
。
堆
積
土
は
大
き
く
二
層
に
分
か
れ
、
下
層
は
平
安
時
代

中
期
、
上
層
は
平
安
時
代
後
期
で
あ
る
。
共
伴
の
遺
物
の
中
で
注
目
す
べ
き
も

の
と
し
て
長
さ
九
八
ｃｍ
、
太
さ
二

・
五
側
の
ヘ
ビ
形
の
木
製
品
が
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①

　

「
南
無
光
明
真
言
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔釦宴
伽宴
３

８
解

杭
状
木
製
品
の
上
端
約
二

・
五
伽
か
ら
削
り
出
し
た
長
さ
二
五

・
五
ｃｍ
、
幅

四

・
五
伽
の
平
端
面
に
墨
書
。

（木
下
保
明
）

(京都西北部)



1986年出上の木簡

京
都
。伏
見
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一示
都
市
伏
見
区
今
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
笙

○
月
ｉ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
財
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
平
田
　
泰

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
、
桃
山
時
代
を
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

伏
見
城
は
文
禄
三
年

（
一
五
九
一し
に
築
か
れ
た
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
最
後
の
城

郭
で
、
京
都
市
南
郊
の
伏
見
桃
山
丘
陵

一
帯
に
そ
の
城
下
町
と
共
に
展
開
し
て

之
注艶
郡
卸
選

一一一雄
猷聡

　
　
ぃ
た
。
地
震
や
戦
乱
に
よ
り
倒

壊
や
焼
亡
を
繰
り
返
し
、
そ
の

度
毎
に
再
建
さ
れ
た
が
、
元
和

九
年

（
三
公
〓
し
徳
川
家
光
将

軍
宣
下
後

つ
い
に
廃
城
と
な
り
、

湘
　
秀
吉
築
城
以
来
三

一
年
間
の
命

練
　
脈
を
閉
じ
る
。
調
査
地
は
こ
の

伝
　
城
下
町
の
一角
に
あ
た
り
、
古

絵
図
に
は
仙
石
左
門
屋
敷
地
に

比
定
さ
れ
て
い
る
地
区
で
あ
る
。
調
査
で
は
平
安
時
代
前
期
、
桃
山
時
代
ぞ
江

戸
時
代
前
期
、
江
戸
時
代
中
期
―
後
期
の
遺
構

。
遺
物
が
検
出
さ
れ
た
。
桃
山

時
代
ｉ
江
戸
前
期
の
遺
構
で
は
井
戸

・
柱
穴

・
土
媛
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る

が
、
木
簡
類
は
そ
の
う
ち
東
西
四
ｍ
、
南
北
五
ｍ
、
深
さ
二
ｍ
の
上
羨
か
ら
、

土
器
及
び
大
量
の
漆
器
椀
や
木
製
品
な
ど
と
共
に
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「＜
真
竹
お
れ
竹

一
そ
く
□

一
そ
く
仕
候
　
　
　
　
」

名
＜
日
日
日
日
日

日
日
日
日
ビ
　
　
　
　
　
　
　
牌］費
中受
］
ｏ駕

②
　
。
「＜

へ
下
地
た
て
竹

×
［日
日
日日
□
×
」

≒
＜
同
日
日
日
日

日
日
日
日
ビ
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞受
ａ
ｘ
枷
電

③

　

「＜
上
う
す
竹
三
本
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸中ダ
Ｐダ
∞
Φ駕

④
　
　
×
衛
門
尉
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

溢
ぶ
益

ｏａ

⑤

　

「
上
谷
日
日
日
旧
日
回

二
口
×
　
　
　
　
　
（重
ｙ
ｅ
ｙ
∞
ｏａ

①

。
②

。
③
は
荷
札
あ
る
い
は
付
札
で
、

「竹
」
に
関
係
す
る
字
旬
が
日
立

つ
。
竹
類
を
扱
う
江
戸
時
代
前
期
の
職
人
か
商
人
が
居
住
す
る
町
家
の
存
在
の

一
端
が
う
か
が
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（平
田
　
泰
）



48



『
長
岡
京
木
簡

一
』

向
日
市
教
育
委
員
会
発
行

コ
ロ
グ
イ
プ
図
版
　
Ｂ
４
版

解
　
説
　
　
Ａ
５
版
三
二
〇
頁

一
九
八
四
年
刊

頒
　
価
　
　
図
録

・
解
説
共

解
説
の
み

送
　
料
　
　
不
要

∧
申
込
先
Ｖ
　
　
真
　
陽
　
社

５‐
枚

一
五
〇
〇
〇
円

四
五
〇
〇
円



木

簡

研

究

第
三
号

巻
頭
言
―
卜
中
国
簡
臆
呼
称
に
つ
い
て
の
提
言
―
―
　
　
　
　
　
　
　
大

庭

　

脩

一
九
八
〇
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
左
京
（外
一爪
）
五
条
五
坊
七
坪
　
藤
原
宮

跡
　
稗
田
遺
跡
―
―
下
ツ
道
―
―
　
長
岡
京
跡
　
大
蔵
司
遺
跡
　
西
沖
遺
跡

御
殿

。
二
之
官
遺
跡
　
野
路
岡
田
遺
跡
　
多
賀
城
跡
　
漆
町
西
遺
跡
　
桜

町
遺
跡
　
白
山
橋
遺
跡
　
御
館
遺
跡
　
御
着
城
跡
　
鶴

・
城
山
遺
跡
　
草
戸

千
軒
町
遺
跡
　
野
田
地
区
遺
跡
　
観
世
音
寺
僧
房
跡
　
大
宰
府
学
校
院
跡
東

辺
部

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡
会
●

平
城
官
跡

（第
二

一
次

。
第
二
二
次
北
）
　

薬
師
寺
　
下
岡
田
遺
跡

中
国
に
お
け
る
簡
贖
研
究
の
位
相
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池

田
　

温

庸
米
付
札
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩

野
　

久

静
岡
県
城
山
遺
跡
出
上
の
具
注
暦
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
原
　
秀
三
郎

草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
上
の
木
簡
―
―
形
態
を
中
心
峰
―
―
　
　
　
　
志
田
原
重
人

彙
報

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
〒
四
〇
〇
円



大
阪
・
津
田
ト
ッ
パ
ナ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
枚
方
市
津
田
北
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年
（昭
６０
）六
月
を

一
九
八
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑫
枚
方
市
文
化
財
研
究
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
桑
原
武
志

・
片
岡
　
修

・
西
田
敏
秀

。
宇
治
田
和
生

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代
、
古
墳
時
代
前
期
ｉ
鎌
倉
時
代
前
半

７
　
連退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

津
田
ト
ッ
パ
ナ
遺
跡
は
、
枚
方
市
の
東
部
、
穂
谷
川
の
左
岸
に
位
置
し
、
生

駒
山
系
よ
り
連
な
る
丘
陵
地
の
裾
部
に
立
地
す
る
。
丘
陵
上
に
は
室
町
時
代
の

山
城
、
津
田
城
跡
が
あ
る
ほ
か
、

周
辺
に
は
旧
石
器
時
代
か
ら
中

世
の
遺
跡
が
点
在
し
て
い
る
。

府
立
高
校
の
建
設
に
伴
い
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
旧
石

器
が
出
上
し
、
古
墳
時
代
か
ら

鎌
倉
時
代
前
半
ま
で
の
遺
構
が

検
出
さ
れ
、
そ
の
間
、
断
続
的

に
集
落
が
営
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
鎌
倉
時
代
に
属
す
る
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・

土
羨

・
焼
土
羨
な
ど
が
あ
る
。
木
簡
は
、
溝
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
建
物
跡
群
の

北
東
部
に
隣
接
す
る
井
戸
内
か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

（穿
孔
）

ω

　

「
一
〇
屋
形
山
札
事
　
（花
押
）

右
預
方
城
山
国
中
奈
良
住
人

ｏ
国
東
　
　
（ぷ
ｙ
Ｓ
ｙ
�
ｏ曽

木
簡
の
年
代
は
一
三
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
、
左
側
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
上

部
が
山
形
に
な
っ
て
お
り
、
上

。
下
に
孔
を
穿
つ
。
入
会
山
へ
の
入
山
証
か
。

「
屋
形
山
」
は
、
南
東
約
三
ｋｍ
に
鎮
座
す
る
三
ノ
官
神
社
の
官
山
の
こ
と
で

あ
り
、
神
社
は
屋
形
大
明
神
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

『当
郷
旧
跡
名
勝
誌
』
に
、

嘉
吉
二
年

（
一
四
四
一う

の
棟
札
の
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
「山
城
国
山
子
ト

ハ
津
田
村
ノ
領
内
屋
形
山
フ
城
井
ノ
内
、
松
井
村
内
里
村
戸
津
村

へ
当
テ
作
ジ

仕
り
侯
故
、
山
子
卜
申
ス

（略
ご

と
あ
る
。　
こ
れ
ら
の
村
は
、

京
都
府
八
幡

市
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
村
に
隣
接
し
て
奈
良
の
地
名
も
存
在
し
て
お
り
、
本
木

簡
の

「奈
良
」
も
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（宇
治
田
和
生
）

(大阪東北部)

‖

言



丘黛

・
祢
布
ケ
森
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
城
崎
郡
日
高
町
祢
布

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
）六
月
ｉ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
日
高
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
加
賀
見
省

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
注退
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
ぞ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
衡
出
土
遺
構
の
概
要

祢
布
ケ
森
遺
跡
は
、
但
馬
国
分
寺
の
西
南
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
段
丘
上
に
位
置
す

る
官
衡
的
性
格
を
も
つ
遺
跡
で
あ
る
。
県
立
繭
検
定
所
跡
地
に
町
立
文
化
体
育

館
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、

日
高
町
教
育
委
員
会
が
事
前
に

発
掘
調
査
を
行

っ
た
。

調
査
の
結
果
、
西
方
か
ら
続

く
段
丘
が
調
査
区
の
西
端
付
近

で
終
わ
り
、
小
さ
な
段
丘
崖
を

形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
東

方
に
か
け
て
は
、
旧
流
路
に
よ

る
氾
濫
原
に
な
る
。
氾
濫
原
は
、

用
地
の
東
方

へ
さ
ら
に
続
き
、
調
査
で
確
認
で
き
た
幅
は
四
〇
ｍ
を
越
え
る
。

遺
物
は
、
古
い
段
階
の
流
路
の
堆
積
土
に
含
ま
れ
、
上
層
か
ら
は
九
世
紀
中
頃

か
ら
後
半
の
土
器

・
漆
紙
文
書
な
ど
が
出
土
し
、
下
層
か
ら
は
九
世
紀
初
頃
の

人
形
な
ど
木
製
模
造
品
が
出
上
し
て
い
る
。
木
筒
は
、
こ
れ
ら
の
木
製
模
造
品

と
共
に
出
土
し
て
お
り
、
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
遺
構
は
検

出
で
き
な
か
っ
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①
　
　
×
（符
篠
）

急

く
如
律
令
　
　
　
　
　
　
　
　
（〕Φ∞∀
（］卜ｙ
伽
ｏ解

東
□

（加
賀
見
省
一
）

(出 石)



1986年出上の木簡

き
よ

す

愛
知
・
清
洲
城
下
町
遺
跡
硼

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
西
春
日
井
郡
清
洲
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
）四
月
ｉ

一
九
八
七
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
小
澤

一
弘

・
細
野
正
俊

・
水
谷
朋
和

・
中
野
良
法

・
梅
本

博
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭

・
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
連退
跡
及
び
木
筒
出
上
遺
構
の
概
要

清
洲
は
、
織
田
信
長
の
居
城
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
中
世
に
お
い
て

も
、
尾
張
の
守
護
所
が
置
か
れ

た
こ
の
地
方
の
中
心
都
市
で
あ

り
、
ま
た
、
信
長
以
後
も
、
豊

臣
、
徳
川
政
権
下
の
有
力
大
名

が
次
々
と
入
城
し
、
慶
長

一
五

邸
　
年

（
一
六
一
〇
）
の
名
古
屋
築
城

軽
　
に
至
る
ま
で
は
全
国
屈
指
の

確
　
城
下
町
を
形
成
し
て
い
た
。

こ
の
清
洲
城
と
そ
の
城
下
町



の
調
査
は
、
昭
和
五
六
年
か
ら
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
跡
全
体
が

五
条
川
流
域
の
低
湿
地
帯
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
木
製
品
の
出
土
も
多
く
、

墨
書
を
有
す
る
も
の
も
現
在
ま
で
に
二
〇
〇
点
近
く
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六

一
年
度
は
、
五
カ
所
の
調
査
区
で
、
合
わ
せ
て
約
八
〇
〇
〇
ド
の
発

掘
調
査
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
う
ち
、
三
地
点
に
お
い
て
、
木
簡
類
の
出
上
が

あ

っ
穐

一　
神
明
町
地
区

令Ｉ
Ｋ
Ｊ
Ｓ
十
六
一
Ｂ
）

名
古
屋
環
状
二
号
線
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
実
施
。
調
査
地
点
は
、

『
清
須
村
古
城
絵
図
』
に
よ
れ
ば
、

「中
堀
」
と

「内
堀
」
を
結
が
南
北
方
向

の
大
溝
の
位
置
に
あ
た
り
、
発
掘
の
結
果
で
も
、
幅
四
五
ｍ
、
深
さ
二
ｍ
余
り

の

「
堀
」
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

板
塔
婆
の
出
上
し
た
溝
Ｓ
Ｄ

一
七
は
、
天
正

一
四
年

（
一
五
八
一Ｃ

頃
と
考
え

ら
れ
る
こ
の

「堀
」
開
藝
時
の
整
地
に
よ
り
埋
没
し
て
い
る
。

一
一　
本
町
地
区

（Ｉ
Ｋ
Ｊ
Ｈ
十
六
一
Ｄ
）

五
条
川
河
川
改
修
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
実
施
。
こ
の
地
区
は
、
「
外
堀
」

を

「中
堀
」
の
間
に
あ
た
り
、
城
下
町
期
で
は
町
屋
を
中
心
と
し
た
地
区
で
あ

り
、
ま
た
、

「清
須
越
」
以
降
に
お
い
て
は
、
美
濃
衡
道
の
宿
場
と
し
て
の
町

並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
今
回
の
調
査
地
点
は
、

宿
場
の
発
展
に
伴
い
近
接
す
る
甚
目
寺
村
よ
り
移
転
し
た
と

さ
れ

る

「
久
証

寺
」
の
旧
境
内
地
に
あ
た
っ
て
い
る
。

柿
経
の
出
上
し
た
土
羨
Ｓ
Ｋ
Ｏ
五
は
、
東
西
七

。
二
ｍ
、
南
北

一
八
ｍ
程
の

ほ
ぼ
長
方
形
の
池
状
の
遺
構
で
あ
り
、
こ
の
埋
土
下
層
か
ら
は
、
柿
経
の
他
に

「
志
野
」

「
織
部
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
量
の
陶
磁
器
類
、

あ
る
い
は
、
箸
、

漆
椀
な
ど
の
木
製
品
が

一
括
出
土
し
て
い
る
。
埋
土
上
層
は
、
厚
い
整
地
層
と

な

っ
て
い
る
が
、　
こ
れ
は
、

寛
永
元
年

（
〓
公
一四
）
の
こ
と
と
さ
れ
る

「
久

証
寺
」
建
立
に
伴
う
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　

神
明
町
地
区

（
Ｉ
Ｋ
Ｊ
ｓ
Ｉ
六
一
Ｂ
）

溝
Ｓ
Ｄ
一
七

ω
　
際箱紺撃
量
華
経〔餓
肘
寿
幽
儀
堺拶
涸
精
】堆
ｅ
益
昌

板
塔
婆
の
断
片
で
あ
り
、
文
言
、
書
体
か
ら
法
華
宗
系
と
考
え
ら
れ
る
。
清

洲
城
下
町
遺
跡
で
は
、
断
片
を
含
め
、
現
在
ま
で
に
二
八
点
の
板
塔
婆
の
出
土

例
が
あ
る
が
、
法
華
宗
系
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
一
点
の
み
で
あ
る
。
柾

目
材
を
用
い
、
焼
損
の
た
め
頭
部
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
が
、
下
端
は
串
状
と

な
る
。

一
一　
本
町
地
区

（
Ｉ
Ｋ
Ｊ
Ｈ
Ｉ
六

一
Ｄ
）

土
壌
Ｓ
Ｋ
〇
五

〔波

己

①

　

□
羅
密
多
無

般
若
心
経
を
書
写
し
た
柿
経
の
断
片
。

Ｏ
Φ
μ

清
洲
城
下
町
遺
跡
で
は
、
現
在
ま
で



に
、
二
地
点
か
ら
二
四
点
ほ
ど
柿
経
の
出
土
例
が
あ
る
が
、
原
央
が
確
認
さ
れ

た
も
の
は
、
い
ず
れ
も
法
華
経
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
経
典
を
書
写
し
た
も
の

は
、
本
例
が
初
め
て
で
あ
る
。

な
お
、
木
筒
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原

官
跡
発
掘
調
査
郡
加
藤
優
氏
の
御
指
導
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

９
　
関
係
文
献

鰯
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『年
報

昭
和
六

一
年
度
』
全

九
八
七
年
）

（梅
木
博
志
）

1986年出上の木簡

清洲城下町の「堀」の復元と木簡の出土地点

Φ昭和60年度以前 V昭和61年度



愛
知
。清
洲
城
下
町
遺
跡
図

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
西
春
日
井
郡
清
洲
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年
（昭
６２
と

月
ｉ
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
清
洲
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一局
橋
信
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭

。
都
市
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
注退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

清
洲
（須
）
の
地
名
は
、　
一
四
世
紀
頃
の

『神
鳳
抄
』
に
キ
ヨ
ス
と
み
え
る
の

が
最
初
で
あ
る
。
清
洲
の
歴
史
的
重
要
性
が
高
ま
っ
た
の
は
、
文
明
八
年

（
一

四
七
一ハ
）
に
尾
張
守
護
所
が
下

津
城
か
ら
清
洲
城

へ
移
さ
れ
て

か
ら
で
あ
る
。
尾
張
の
中
心
都

市
と
し
て
の
機
能
は
、
織
田
信

長
の
入
城
か
ら
、
慶
長

一
五
年

（
三
全

Ｏ
）
の
名
古
屋
城
築
城

ま
で
で
あ
る
。
以
後
、
五
条
川

を
利
用
し
た
城
下
町
は
解
体
さ

れ
、
美
濃
街
道
の
宿
場
町
と
な

1986年出上の木簡

(名古屋北部)



っ
た
。

清
洲
城
下
町
遺
跡
は
、
昭
和
五
六
年
以
降
の
継
続
調
査
で
公
々
に
解
明
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
今
回
の
調
査
地
は
、
本
丸
跡
の
五
条
川
対
岸
に
位
置
し
、
幅

一
七

ｍ
と
幅

一
四
ｍ
の
溝
を
検
出
し
た
。
い
ず
れ
も

一
六
世
紀
前
半
に
掘
削
さ
れ
て

お
り
、
多
量
の
施
釉
陶
器
に
伴

っ
て
三
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「□
月
□
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］μマ
〕聟
伽
霊

②
　
。
「
此
事
た
て申

〔分
ヵ
〕

さ
い
す

ハ
て
回

一
の
す

は
り
な
り
と

な
ら
□
□

へ
は
御
ひ
　
」

名
い□
ひ
に
し□〔酢
ヵ〕

ヘ
ロ
ロ

の
か
ア
ヽ

こ
れ
と

て
す
て
申
す
も
の

つ
ら
に
ま
う
し

め
あ
て
た
や
の
ふ
′
ヽ
」
　
　
　
　
　
　
　
牌卜露
∞守
ミ
ｏＦ

（∞〇解）
×
（『伽）
×
伽　　Φ⇔り

②
は
ほ
ぼ
仮
名
書
き
で
あ
る
。
消
息
文
の
一
部
で
あ
る
う
か
。
板
材
は
完
形

品
で
あ
る
た
め
、
何
枚
か
の
セ
ッ
ト
に
な

っ
た

一
枚
で
あ
ろ
う
か
。

③
は
本
来
の
形
状
を
留
め
ず
転
用
さ
れ
て
い
る
。
人
数

。
人
名

・
地
名
の
記

載
か
ら
み
て
、
何
か
の
帳
簿
で
あ
ろ
う
か
。
近
隣
に
平
田
の
地
名
が
残

っ
て
い

∠つ
。な

お
、
木
簡
の
釈
読
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
官
跡
発
掘
調

査
部
加
藤
優
氏
の
全
面
的
な
御
指
導
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
ま
す
。

９
　
関
係
文
献

働
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『年
報

昭
和
六

一
年
度
』
盆

九
八
七
年
）

（高
橋
信
明
）

(3)

半 ||

汗 ||

+回ト

汗 |

田Ч

□□

□□

FmF□

殺||□

券□

□

□

Eコ
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1986年出上の木簡
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1983年出上の木簡

木

簡

研

究

第
著

巻
頭
言
―
―
刀
筆
の
吏
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
直
鎮

一
九
八
四
年
出
土
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
跡
　
奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡
　
法
貴
寺
遺

跡
　
藤
原
宮
跡
　
長
岡
京
跡
ω
　
長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
③
　
百
々
遺
跡

今
里
遺
跡
　
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
二
町
　
平
安
京
左
京
九
条
二
坊
十
三
町

水
走
遺
跡
　
西
ノ
辻
遺
跡
ω
　
西
ノ
辻
遺
跡
②
一　
坪
井
遺
跡
　
忍
ケ
丘
駅
前
遺

跡
　
普
賢
寺
遺
跡
　
大
庭
北
遺
跡
　
軽
里
遺
跡
　
堺
環
濠
都
市
遺
跡
　
池
田
寺

遺
跡
　
道
場
塩
田
遺
跡
　
新
方
遺
跡
　
川
岸
遺
跡
　
倉
見
遺
跡
　
一削
東
代
遺
跡

赤
堀
城
跡
　
朝
日
西
遺
跡
　
清
洲
城
下
町
遺
跡
　
沓
掛
城
跡
　
吉
田
城
三
ノ
丸

跡
　
坂
尻
遺
跡
　
秋
合
遺
跡
　
郡
遺
跡
　
神
明
原

・
元
宮
川
遺
跡
　
北
条
泰
時

・
時
頼
邸
跡
　
千
葉
地
遺
跡
　
千
葉
地
東
遺
跡
　
蔵
屋
敷
遺
跡
　
小
敷
田
遺
跡

大
津
城
跡
　
上
永
原
遺
跡
　
野
々
宮
遺
跡
　
野
瀬
遺
跡
　
小
谷
城
城
下
町
遺
跡

尾
上
遺
跡
　
北
方
田
中
遺
跡
　
本ヽ
田
遺
跡
　
膳
棚
Ｂ
遺
跡
　
御
前
清
水
遺
跡

仙
台
城
三
ノ
丸
跡
　
市
川
橋
遺
跡
　
多
賀
城
跡
　
比
爪
館
遺
跡
　
大
浦
遺
跡

払
田
柵
跡
　
馬
場
屋
敷
遺
跡
　
百
間
川
当
麻
遺
跡
　
鹿
田
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町

遺
跡
　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
　
井
上
薬
師
堂
遺
跡
　
荒
堅
目
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
七
）

平
城
官
跡

（第
三
九
次
）

公
式
様
文
書
と
文
書
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
庄
八

中
国
に
お
け
る
最
近
の
漢
簡
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
脩

英
国
出
上
の
ロ
ー
マ
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
琢

木
簡
史
料
紹
介
―
牛
札
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
上
英

一

彙
報

頒
価
　
一一一八
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円



1986年出上の木簡

木

簡

研

究

第
四
号

巻
頭
言
―
―
木
簡
保
存
法
の
思
い
出
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪

井

清

足

一
九
八

一
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官
跡
　
奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡
　
法
隆
寺
　
藤
原
官
跡
　
長

岡
京
跡
　
一二
条
西
殿
跡
　
鳥
羽
離
官
跡
　
若
江
遺
跡
　
佐
堂
遺
跡
　
大
阪
城

三
の
丸

（大
手
口
）
遺
跡
　
小
曽
根
遺
跡
　
尾
張
国
府
跡
　
下
津
城
跡
　
坂

尻
遺
跡
　
小
川
城
跡
　
恒
川
遺
跡
　
一二
ツ
寺
Ｉ
遺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
多
賀

城
跡
　
郡
山
遺
跡
　
胆
沢
城
跡
　
道
伝
遺
跡
　
笹
原
遺
跡
　
切
成
寺
遺
跡

安
田
遺
跡
　
大
森
鐘
島
遺
跡
　
一局
堂
遺
跡
　
漆
町
遺
跡

（
Ｃ
地
区
）

南
吉

田
葛
山
遺
跡
　
百
間
川
遺
跡
群

（原
尾
島
遺
跡
）

草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
道

照
遺
跡
　
長
門
国
分
寺
跡
　
野
田
地
区
遺
跡
　
湯
川
神
社
境
内
遺
跡
　
大
宰

府
跡

（大
楠
地
区
）
　

九
州
大
学

（筑
紫
地
区
）
構
内
遺
跡
　
長
野
遺
跡

辻
田
西
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
四
）

平
城
官
跡

（第
二
二
次
南

。
第
二
七
次

・
第
二
八
次

。
第
二
九
次
）

呪
符
木
簡
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

国四
　

率

木
筒
と
上
代
文
学
―
―
水
産
物
付
札
を
め
ぐ
っ
て
―
―
　
　
　
　
　
小

谷

博

泰

「漆
紙
文
書
」
出
土
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐

藤

宗

諄

彙
報

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円



千
葉

。

千
葉
市
南
生
実
町

一
九
八
五
年

（
昭
６０
）
六
月
を

一
九
八
六
年
二
月

働
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

伊
藤
智
樹

。
金
丸
　
誠

・
山
田
貴
久

遺
物
包
含
地

縄
文
時
代
前
期
、
弥
生
時
代
中
期
、
古
墳
時
代
後
期
を
中

。
近
世

７
　
注退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

浜
野
川
遺
跡
群
は
、
千
葉
市
の
南
端
部
に
位
置
し
、
標
高
六
ｍ
前
後
の
海
岸

平
野
上
の
低
湿
地
遺
跡
で
あ
る
。

遺
跡
の
北
側
は
、
中
世
の
小
弓

城
跡
の
あ
る
台
地
と
接
し
、
南

側
は
水
田
地
帯
を
挟
ん
で
村
田

川
を
の
ぞ
ん
で
い
る
。
河
川
改

修
と
都
市
計
画
道
路
建
設
事
業

に
と
も
な
う
発
掘
調
査
で
は
、

縄
文
時
代
前
期
の
貝
塚
と
弥
生

時
代
中
期
の
包
含
層
を
確
認
し

た
。
古
代

。
中
世
の
遺
構
は
検
出
さ
れ
ず
、
遺
物
も
、
や
や
渾
然

一
体
と
し
た

状
況
で
出
上
し
た
。
後
者
の
遺
物
と
し
て
は
、
曲
物

・
漆
塗
の
椀
な
ど
の
破
片

が
あ
げ
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
調
査
区
東
端
で
そ
れ
ら
の
遺
物
な
ど
と
共
に
包
含

層
よ
り
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「〔酔
鮮

鬱

急
如
律
令

　

　

　

　

　

　

　

（∞▼

聟

］
忌

文
字
は
い
ず
れ
も
赤
外
線
テ
レ
ビ
に
よ
り
判
読
し
た
。
木
筒
の
上
部
に
墨
痕

は
認
め
ら
れ
る
が
判
然
と
し
な
い
。
通
常
こ
の
種
の
呪
文
で
は

「急
」
の
後
に

「
く
」
の
文
字
の
み
え
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
例
で
は
認
め
ら
れ
な
い
様
で
あ

ヱ０
。

（金
丸
　
誠
）

654321

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代 浜雪

野の

川分
遺
跡

(千 葉)



1986年出上の木簡

滋
賀
・光
相
寺
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
宇
西
河
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
）四
月
ｉ

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
主
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
徳
網
克
己

。
山
田
謙
吾

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
速退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
前
期

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

光
相
寺
遺
跡
は
、
野
洲
郡
の
中
部
に
位
置
し
、
琵
琶
湖
岸
よ
り
約
二
血
内
陸

に
入
っ
た
沖
積
平
野
に
立
地
す
る
。
今
回
の
調
査
は
、
中
主
町
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
伴
う
第
二
次
調
査
と

し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
前

期
の
掘
立
柱
建
物
跡
、
溝
跡
、

自
然
河
道
等
を
検
出
し
た
。
木

Ю
　
簡
は
、
長
さ
一
二
ｍ
以
上
、
幅

臥
　
二
・五
ｍ、
深
さ
三
〇
ｃｍ
の溝

∝
　
跡
か
ら
出
上
し
た
。
溝
跡
は
、

茶
褐
色
腐
植
土
が
堆
積
し
て
お

り
、
二
点
の
木
簡
の
他
に
、
斎
串
、
人
形
、
刀
形
、
琴
柱
、
横
櫛
、
決
り
の
加

工
を
施
し
た
桃
の
具
核
な
ど
や
、
フ
イ
ゴ
の
羽
口
と
鉱
滓
、
紡
経
車

（鉄
製
）、

馬
鞍
に
取
り
付
け
る
報
金
具

（銅
製
）
が
出
上
し
た
。

光
相
寺
遺
跡
の
第
三
次
調
査

（
一
九
八
五
年
）
で
は
、
「
石
辺
」、
「
□
刀
自
家
」
、

「
祢
」、
「富
」、
「
稲
邑
」
な
ど
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
今
回
の
調
査

で
も

「
石
辺
」
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。

８
　
工〈
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
「〔酔
酔
酬
酢
支　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中じ
六じ
溢
ｏ解

②

　

「
＜
大
友
部
龍
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

μ卜聟

μ露
枷
ｏ駕

ω
は
、
木
簡
の
左
側
を
欠
く
。
②
は
、
姓
名
を
表
わ
し
た
も
の
で

一
九
八
五

年
に
出
土
し
た
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
の
一
号
木
簡
に
も

「
大
友
」
の
氏
名
が
み

ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

中
主
町
教
育
委
員
会

。
中
主
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
会

『
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

第

一
・
二
次
発
掘
調
査
概
要
』
（中
主
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
九
集
、　
一
九
八
七
年
）

同

『
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
　
第
三
次
発
掘
調
査
報
と塁
屋

（同
第

一
二
集
、　
一
九
八

七
年
）

（徳
網
克
己
）



滋
賀
・吉
地
薬
師
堂
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
字
吉
地
字
薬
師
堂

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
）四
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
主
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
徳
網
克
己

・
山
田
謙
吾

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
室
町
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

吉
地
薬
師
堂
遺
跡
は
、
吉
地
の
集
落
か
ら
西
へ
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
あ
る
南
北
に

広
が
る
中
世
集
落
跡
で
あ
る
。
周
辺
は
、
吉
地
大
寺
遺
跡
、
光
相
寺
遺
跡
、
光

明
寺
遺
跡
が
隣
接
し
て
お
り
、

遺
跡
密
集
地
帯
の
一
画
を
成
し

て
い
る
。　
一
九
八

一
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
町
施
行
区
画
整

理
事
業
に
伴
い
調
査
を
行

っ
た
。

調
査
の
結
果
、
平
安
時
代
―
室

町
時
代
の
建
物
跡
、
井
戸
、
土

羨
、
溝
跡
等
を
検
出
し
た
が
、

鎌
倉
時
代
の
遺
構
が
主
体
を
占

め
る
。

木
簡
は
、
鎌
倉
時
代
前
半
の
集
落
を
方
形
に
区
画
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

幅
四
ｉ
五
ｍ
、
深
さ
○

・
五
ｉ
Ｏ

・
八
ｍ
の
規
模
を
も
つ
溝
跡
の
北
溝
か
ら

一

点
、
西
溝
か
ら
四
点
、
南
溝
か
ら

一
点
の
計
六
点
が
出
土
し
た
。
伴
出
遺
物
に

は
近
江
型
黒
色
土
器
椀
、
土
師
小
皿
、
羽
釜
な
ど
の
上
器
類
の
他
、
箸
状
木
製

品
、
舟
形
、
下
駄
、
曲
物
な
ど
の
木
製
品
が
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①
　
　
×
面
観
世
音
井
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（甑
∀
］受
∞

②
　
　
×
□
地
蔵
井
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（啜
∀
やプ
の

①
　
　
×
□
如
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
赴
マ
中

ω
　
　
ｘ
天
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（懸
▼
］受
∞

０

　

「南
元
地
蔵
井
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（懸
ｙ
や賀
ト

⑥

　

正
近
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

溢
支
ト

⑪
は
恐
ら
く

「十

一
面
観
世
音
書
薩
」
で
あ
ろ
う
。
上
下
端
は
、
故
意
に
切

り
落
と
し
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
。
②
の
上
端
も
同
様
で
あ
る
。
①
は

「如
来
」

の
上
部
に
墨
痕
が
残
存
す
る
が
、
中
途
で
欠
損
す
る
た
め
、
判
読
で
き
な
い
。

①
は
上
下
端
と
も
折
損
す
る
。
⑤
は
圭
頭
で
、
下
端
を
欠
損
す
る
。
卒
塔
婆
と

(近江八暗)



1986年出上の木簡

考
え
ら
れ
る
。
①
の

「
正
近
」
は
、
意
味
不
明
で
あ
る
。　
　
　
中

本
遺
跡
出
上
の
木
簡
は
、
呪
符
木
簡
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
草
戸
千

軒
町
遺
跡
等
に
類
例
が
み
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
田
謙
五じ

一

一 (5)

ー
(1)



1986年出上の木簡

岩
手
。
胆
沢
城
跡

所
在
地
　
　
　
岩
手
県
水
沢
市
佐
倉
河

調
査
期
間
　
　
第
五
二
次
調
査
　
一
九
八
六
年

（昭
６‐
）
四
月
ｉ
九
月

発
掘
機
関
　
　
水
沢
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
伊
藤
博
幸

。
佐
久
間
賢

・
土
沼
章

一

遺
跡
の
種
類
　
城
柵
官
衛
跡

遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
初
頭
ｉ

一
〇
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第
五
二
次
調
査
区
は
、
政
庁
南
東
の

「東
方
官
衝
」
と
外
郭
南
辺
内
溝
に
挟

ま
れ
る
南
北
約
六
六
ｍ
の
地
区
で
、
外
郭
南
門
と
政
庁
を
結
ぶ
線
の
東
六
五
ｍ

前
後
の
位
置
に
あ
た
る
。
遺
構

は
九
世
紀
初
頭
か
ら

一
〇
世
紀

に
か
か
る
六
期
に
時
期
区
分
さ

れ
、
Ｂ
期
か
ら
Ｆ
期
ま
で
、　
一

三
小
期
の
建
物
変
遷
が
確
認
さ

れ
た
。
こ
の
う
ち
、
九
世
紀
末

か
ら

一
〇
世
紀
前
半
に
か
か
る

Ｅ
期
官
衝

（
四
小
期
変
遷
）
に
つ

い
て
は
、
院
を
構
成
す
る
厨
屋

7654321

(北 上)



第52次調査遺構配置図
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と
判
断
さ
れ
た
。
遺
構
は
、　
Ｓ
Ｅ

一
〇
五
〇
井
戸
を
中
心
に
、　
そ
の
北
に
、

Ｓ
Ｂ

一
〇
四
三
東
西
棟
、
東
に
Ｓ
Ｂ

一
〇
四

一
南
北
棟
を
配
す
る
も
の
で
、
南

を
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
五
溝
が
限
る
。

小

一　
。
一
一期
で
は
、　
Ｓ
Ｂ

一
〇
四
三
東
西
棟

全
ア

五
間
）
と
Ｓ
Ｂ

一
〇
四

一
Ａ

・
Ｂ
南
北
棟

（
一ア

一
一
間
）
が
側
柱
列
を

一

致
さ
せ
、
各
施
設
が
二
〇
尺
方
眼

（〇

二
三
〇
五
ｍ
＝
一
尺
）
の
な
か
に
お
お
よ

そ
配
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
Ｓ
Ｂ

一
〇
四
三
建
物
東
西
中
心
線
上
に
Ｓ
Ｅ

一
〇
五

〇
井
戸
が
の
り
、
そ
の
東
六
〇
尺
に
Ｓ
Ｂ

一
〇
四

一
建
物
東
側
柱
が
位
置
し
、

Ｓ
Ｂ

一
〇
四
三
建
物
南
側
柱
と
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
五
溝
が

一
〇
〇
尺
と
な
る
。
な
お
、

小
三
期
の
段
階
で
、
Ｓ
Ｂ

一
〇
四
三
建
物
か
ら
、
梁
行
三
間
、
桁
行
八
間
の
Ｓ

Ｂ

一
〇
四
Ｏ
Ａ
建
物
に
位
置
を
北
に
ず
ら
し
て
改
築
し
て
い
る
。

こ
の
Ｓ
Ｅ

一
〇
五
〇
井
戸
埋
土
か
ら
、
調
理

・
供
膳
関
係
の
姐

。
は
し

。
ヘ

ラ
状
製
品

。
漆
器

。
木
椀

。
皿
、
燃
料
の
木
炭
、
食
料
関
係
の
ニ
ホ
ン
ツ
カ
・

ニ
ホ
ン
イ
ノ
ン
シ
の
骨
、
ク
ル
ミ
。
モ
モ
の
種
子
、
ク
リ
の
皮
、
さ
ら
に
「
厨
」

の
ほ
か

「右
」

「
左
」
な
ど
の
墨
書
土
器
を
含
む
多
量
の
上
器
、
定
木

・
題
観

軸
と
と
も
に
、
四
点
の
木
衝
が
出
上
し
た
。

な
お
、

「斯
波
同
」
の
墨
書
土
器
も

一
点
あ
り
、
胆
沢
城
と
斯
波
地
方
と
の

結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文
と
内
容

ω

　

「
和
我
連
□
□
進
白
五
斗
」
　

　

　

　

　

　

　

牌∞受
中望
卜
ｏ盟

②

　

勘
書
生
吉
弥
候
豊
本
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（壼
∀
μマ
∞
Φ‘

①
　
×〔酢
貿
聯
乾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ややＶ
（μ▼
伽
昌

９
　
関
係
文
献

水
沢
市
教
育
委
員
会

『
胆
沢
城
跡

昭
和
六

一
年
度

発
掘
調
査
概
報
』
全

九

八
七
年
）

（佐
久
間
　
賢
）

轄
貯



山
形
。
生
石
２
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
酒
田
市
大
字
生
石
字
登
路
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一次
調
査
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
七
月
を
九
月
、　
三
次

調
査
　
一
九
八
六
年
五
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
安
郡
　
実

・
伊
藤
邦
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
官
衛
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
前
期
、
奈
良
ぞ
平
安
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

生
石
２
遺
跡
は
、
国
指
定
史
跡

「城
輸
柵
跡
」
の
南
東
約
五
節
に
位
置
す
る
。

剪
　

庄
内
平
野
の
東
端
、
出
羽
丘
陵

一　
　
の
山
麓
に
あ
り
、
標
高

一
〇
ぞ

一
二
ｍ
を
測
る
。
発
掘
調
査
は

，
意
勤

県
営
ほ
場
整
備
事
業
施
工
区
に

限

っ
て
行

っ
た
。
調
査
の
結
果
、

板
材
列
に
囲
わ
れ
た
官
衛
様
建

田
　
物
の
配
置
構
成
を
持
つ
遺
構
群

額

が
、
東
西
に
走
る
溝

（
ｓ
Ｄ
三

〇
〇
）
を
挟
ん
で
北
側
と
南
側

に
そ
れ
ぞ
れ
検
出
さ
れ
た
。
北
側
の
板
材
列
の
内
部
か
ら
、
掘
立
柱
建
物

一
五

棟
、
井
戸

一
基
、
溝

（
ｓ
Ｄ
一
〇
〇
）、　
土
羨
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

南
側
の
板
材
列
内
部
か
ら
、
掘
立
柱
建
物
六
棟
、
井
戸
三
基
、
土
羨
、
溝
状

遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
墨
書
土
器
は
、
文
字
の
判
読
不
能
な
も
の
も

合
め
て
五
二
五
点
出
土
し
た
。
同

一
墨
書
銘
に
は

「井
」
０
一五
七
点
）、
「
工
」

０
一二
点
）
な
ど
が
あ
る
。
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
〇
か
ら
漆
紙
文
書
が

一
点
出
上
し
て
い

弦Ｏ
。木

簡
は
Ｓ
Ｄ

一
〇
〇
の
埋
土
中
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
、
他
に
木
材

。
木
製

品

（弓
。
曲
物
・
独
楽

・舟
形

・
鋤

・
皿
な
ど
）
が
多
数
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容〔親

ヵ
〕
〔養
ヵ
〕

ω
　
。
「養
養
養
養
見
者
有
固
有
神
是
是
是
是
是
」

くａ，

。
「
　

　

一日
日
日
日
日
日
―十
日
日
日
日
Ш
」

ω

〔解
申

≧

。
「
　

　

一日
日

旧
日
□
□
日
日

日
日
臣
　
くｃナ

。
「
　

　

一日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

」

①
ぶ
∞
∞
×
卜
〇
×
μ
Φ
　
　
Ｏ
牌
μ

柾
目
材

（杉
か
）
で
棒
状
を
呈
す
る
。
上
端
は
鋭
利
な
刃
物
で
垂
直
に
近
く

断
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
下
端
は
溝
中
に
存
在
し
て
い
た
段
階
で
乾
燥
を
受
け
た

も
の
か
一
部
分
収
縮
し
て
い
る
。
な
お
先
端
に
は
斜
め
に
入
る
削
り
痕
が
見
ら

れ
る
。
四
面
に
墨
書

・
墨
痕
が
あ
る
。

ぐａナ
面
の
墨
書
は
肉
眼
で
も
鮮
明
に
読
み

瞳沌



1986年出上の木簡

取
れ
る
。
赤
外
線
テ
レ
ビ
を
使
用
し
た
観
察
に
よ
れ
ば
、

くｃ，
面
で
は
二
文
字
の

ほ
か
墨
痕
が
認
め
ら
れ
、
⑮

。
①
面
で
は
墨
痕
だ
け
で
文
字
は
不
明
で
あ

っ
た
。

ぐａ，
面
に
つ
い
て
は
習
書
と
考
え
ら
れ
、
他
は
不
明
で
あ
る
。
濤
と
い
う
性
格

上
、
伴
出
遺
物
と
の
年
代
関
係
は
や
や
あ
い
ま
い
に
な
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
奈

良
末
と
考
え
た
い
。

９
　
関
係
文
献

山
形
県
教
育
委
員
会

『
生
石
２
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

（
２
曽

（
山
形
県
埋
蔵

文
化
財
調
査
報
告
書
第
九
九
集
　
一
九
八
五
年
）

同

『
生
石
２
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

（
３
ご

（山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

第

一
一
七
集
　
一
九
八
六
年
）

（安
部
　
実
）



1986年出上の木簡

に
い
あ
お

ど

山
形

。
新
坐
旦
榎
迫還
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
酒
田
市
大
字
新
青
渡
字
家
際

２
　
調
査
期
間
　
　
一
次
調
査
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
八
月
を
九
月
、　
二
次

調
査
　
一
九
八
三
年
七
月
ｉ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
藤
庄

一
・
安
部
　
実

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
青
渡
遺
跡
は
、
国
指
定
史
跡

「
城
輪
柵
跡
」
の
北
北
東
四
ｋｍ
に
位
置
す
る
。

酒
田
北
部
三
角
洲
上
に
立
地
す

る
数
少
な
い
遺
跡
の
一
つ
で
あ

る
。
標
高
四
ｍ
を
測
る
。

発
掘
調
査
は
県
営
は
場
整
備

事
業
施
正
区
に
限

っ
て
行

っ
た
。

遺
構
は
微
高
地
上
に
集
中
し
て

検
出
さ
れ
た
。
調
査
の
結
果
、

掘
立
柱
建
物

一
七
棟
、
井
戸
三

基
、
土
竣
二
〇
基
、
製
鉄
遺
構

(酒 田)



一
基
、
溝
状
遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
墨
書
土
器
は
文
字
の
判
読
不
能

な
も
の
も
含
め
て
一
二
五
点
出
上
し
た
。
同

一
墨
書
銘
に
は

「
郡
」
Ｃ
一八
点
）、

コ
一」
全
西
点
）、

「十
」
「
連
」
「
否
」
（各
四
占
じ
が
あ
る
。

木
筒
は
、　
二
次
調
査
の
Ｂ
区
北
側

一
二
〇
ｍ
で
掘

っ
た
試
掘
坑

（
Ｔ
Ｐ
三
〇
）

か
ら

一
点
出
上
し
て
い
る
。
伴
出
遺
物
は
な
い
が
、
平
安
時
代
の
遺
構
面
か
ら

の
出
上
で
あ
る
の
で
、
同
時
期
の
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
衛
の
釈
文

・
内
容

(1)

大
声ぃ
□口
西と
□

上
下
両
端
が
欠
損
し
て
お
り
、
墨
書
面
に
は
刃
物
に
よ
る
横
の
刻
線
が
、　
一

を
二
伽
の
間
隔
で
連
続
し
て
認
め
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

山
形
県
叛
育
委
員
会

『新
青
渡
遺
跡
第
２
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
（山
形
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
７９
集
　
一
九
八
四
年
）

（安
部
　
実
）

（解『∞
）
Ｘ
］
Ｐ
Ｘ
『
・∞　
　
〇∞
騨

!戸 !



秋
田
・
払
田
柵
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
仙
北
郡
仙
北
町
払
田
、
千
畑
町
本
堂
城
回

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６‐
）
四
月
を
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
法
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
船
木
義
勝

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
城
柵
官
行
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

払
田
柵
跡
は
雄
物
川
の
中
流
域
に
近
い
大
曲
市
の
東
方
約
六
節
、
横
手
盆
地

北
側
の
仙
北
平
野
中
央
部
に
位
置
し
、
第
三
紀
硬
質
泥
岩
の
真
山

。
長
森
の
丘

陵
を
中
心
と
し
て
、
北
側
の
烏

川

。
矢
島
川
、
南
側
の
丸
子
川

に
囲
ま
れ
た
沖
積
地
に
立
地
す

る
。
遺
跡
は
長
森
を
中
心
と
す

る
内
郭

（線
）
と
、　
長
森

・
真

山
を
含
む
外
郭

（線
）
に
囲
ま

れ
て
い
る
。
内
郭
線
は
石
塁
、

築
地
上
塀
と
角
材
列
が
連
な
り
、

南

。
北

・
東
に
八
脚
門
が
つ
く
。

(六 郷)



1986年出土の木簡

外
郭
線
は
角
材
列
が

一
列
に
な
ら
び
、
延
長
約
三

・
六
血
で
、
東
西
南
北
に
八

脚
門
が
つ
く
。
外
郭
南
門
、
内
郭
南
門
延
長
上
の
長
森
丘
陵
上
に
政
庁
が
あ
る
。

政
庁
は
板
塀
で
区
画
さ
れ
、
正
殿

。
東
脇
殿

。
西
脇
殿
や
付
属
建
物
群
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
政
庁
の
建
物
は
Ｉ
ｉ
Ｖ
期
の
変
遷
が
あ
り
、
創
建
は
八

世
紀
末
、
終
末
は
一
一
世
紀
初
頭
で
あ
る
。

第
六
五
次
調
査
は
内
郭
南
門
西
部
を
対
象
と
し
、
第
五
五
次
調
査
と

一
部
重

複
す
る
。

調
査
の
結
果
、
内
郭
南
門
の
南
西
隅
柱
か
ら
西
へ
連
な
る
内
郭
線

（石
塁
・
築
地
上
塀
・角
材
列
）
を
検
出
し
た
。
こ
の
内
郭
線
は
Ｓ
Ｘ
六
八
七
盛
土

整
地
地
業
の
う
え
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
Ｓ
Ｘ
六
八
七
盛
土
整
地
地
業
よ
り
下
層
の
、
Ｓ
Ｘ
七
二
五
か
ら
、
材

木
、
木
製
品

・
樹
皮
な
ど
と
共
に
出
上
し
た
。
し
た
が

っ
て
木
簡
の
埋
没
時
期

は
、
政
庁
の

「第
Ｉ
期
直
前
」
期
で
あ
り
、
八
世
紀
末
の
実
年
代
を
与
え
て
い

玄０
。

３
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

０
は
上
部

・
下
部
は
欠
損
し
、
表
面

・
右
側
面
は
原
形
を
撮
つ
が
、
裏
面
か

ら
左
側
面
に
か
け
て
は
割
れ
膚
で
あ
り
、
使
用
後
割
ら
れ
た
も
の
か
、
割
ら
れ

た
も
の
を
再
利
用
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

釈
文
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
教
授
平
川
南
氏
の
御
赦
示
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所

『払
田
柵
跡
―
第
六
五
？
六
七
次
調

査
概
要
―
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
年
報
一
九
八
六
し

（
一
九
八
七
年
）

（船
木
義
勝
）

14)

□
□

□
□

〔並

ヵ
〕

【廣

ヵ
〕

□
□百

田

〔義
ヵ
〕
〔義
ヵ
〕

□
義
義
□

Ｏ
Φ
μ

Ｏ
Φ
Ｐ

（
牌
∞
Φ
）
×
（
］
〇
・
伽
）
×
（
μ
∞
・
卜
）
　
　
Ｏ
Φ
匈

Ｏ
Φ
μ

レ
髯
慈
慈
ヽ
Ｎ



1986年出上の木簡

木

簡

研

究

第
五
号

巻
頭
言
―
―
木
簡
史
の
研
究
に
つ
い
て
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
　
　
　
晃

一
九
八
二
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
二
条
大
路

・
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
　
白

墓
寺
遺
跡
　
藤
原
官
跡
　
山
田
寺
跡
　
阿
部
六
ノ
坪
遺
跡
　
長
岡
東
跡
①

長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
③
　
長
岡
京
跡
①
　
仁
和
寺
南
院
跡
　
大
坂
城
跡

梶
子
遺
跡
　
道
場
田
遺
跡
　
野
畑
遺
跡
　
穴
太
遺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
下
野

国
府
跡
寄
居
地
区
遺
跡
　
長
原
東
遺
跡
　
多
賀
城
跡
　
払
田
柵
跡
　
日
野
川

朝
官
橋
下
流
　
桜
町
遺
跡
　
出
合
遺
跡
　
辻
井
遺
跡
　
助
三
畑
遺
跡
　
一月
脊

堀
の
内
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
田
村
遺
跡
　
一局
畑
廃
寺
　
藤
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
五
）

藤
原
宮
跡

字
訓
史
資
料
と
し
て
の
平
城
官
木
簡

―
―
古
事
記
の
用
字
法
と
の
比
較
を
方
法
と
し
て
―
―
　
　
　
　
　
小
林

平
城
宮
出
上
の
衛
士
関
係
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
頭

木
簡
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中

書
評

・
『
草
戸
千
軒
―
卜
木
簡
一
―
―
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
藤

彙
報

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円 清 芳

真 琢 切 規
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福
岡
・
大
宰
府
跡

所
在
地
　
　
　
福
岡
県
太
宰
府
市
大
字
観
世
音
寺
字
不
丁

。
字
月
山

調
査
期
間
　
　
不
丁
官
衡
地
区
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
二

月
を
三
月
、
月

山
東
官
衡
地
区
　
一
九
八
六
年
三
月
ｉ
五
月

発
掘
機
関
　
　
九
州
歴
史
資
料
館

調
査
担
当
者
　
石
松
好
雄

遺
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
不
丁
官
衛
地
区

（第
九
八
次
調
査
）

近
年
の
発
掘
調
査
の
結
果
、

政
庁
跡

（都
府
楼
跡
）
の
前
面
地

区
で
は
、
正
面
の
広
場
的
な
空

間
地
を
は
さ
ん
で
、
東
側
に
日

吉
官
衛
地
区
、
西
側
に
不
丁
官

衝
地
区
が
配
さ
れ
、
そ
こ
は
い

斬
　
わ
ば
政
庁
の張
り
出
し
部
で
あ

欲
　
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の

張
り
出
し
部
の
範
囲
は
東
西
が

約
二
八
四
ｍ
、
南
北
が

一
九
六
ｍ
以
上
と
み
ら
れ
て
い
る
。

不
丁
官
衝
地
区
で
は
、
太
宰
府
市
に
よ
る
観
世
音
寺
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
に
と
も
な
い
、
昭
和
五
七
年
度
の
第
八
三
次
調
査
以
来
の
べ
六
次
に
わ
た
り
、

約
五
六
〇
〇
ド
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
八
世
紀
代
の

掘
立
柱
建
物
二
七
棟
な
ど
の
遺
構
と
と
も
に
、
調
査
区
の
東
端
部
で
南
北
溝
Ｓ

Ｄ
二
三
四
〇
を
検
出
し
た
。
こ
の
活
は
政
庁
中
軸
線
か
ら
西
へ
約
七
二
ｍ
の
地

点
に
位
置
し
、
こ
の
地
区
の
東
限
を
な
す
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
遺
物
な

ど
か
ら
み
て
、
八
世
紀
前
半
代
に
開
攀
さ
れ
、
八
世
紀
中
葉
の
天
平
末
年
ご
ろ

に
埋
没
し
た
よ
う
で
あ
る
。
第
九
〇
次
調
査
ま
で
に
こ
の
溝
か
ら
合
計

一
六
〇

点
の
木
簡
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
主
要
な
も
の
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

『木
筒
研
究
』
第
六
号
お
よ
び
第
八
号
で
報
告
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

今
回
は
、
住
宅
建
設
に
と
も
な
っ
て
、
南
北
を
第
八
四

・
八
五
調
査
区
で
は

さ
ま
れ
た
約
八
五
〇
ド
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
掘
立
柱
建

物
六
棟
、
柵

一
条
、
井
戸

一
基
、
溝
二
条
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
が
、
溝
の

一
条
が
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
を
約
二
二
ｍ
に
わ
た
り
検
出

し
た
が
、
そ
の
封
模
は
幅
が
六
ｍ
前
後
、
深
さ
が

一
ｍ
前
後
で
、
既
検
出
部
と

は
ば
同
じ
で
あ

っ
た
。　
〓

一点
の
木
簡
は
す
べ
て
こ
の
溝
中
か
ら
出
上
し
た
。

木
簡
以
外
の
出
土
遺
物
は
、
各
種
の
上
器
や
瓦
な
ど

一
般
的
な
も
の
で
あ
る

が
、
土
器
の
な
か
に
は
漆
容
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
墨
書
土
器

に
は

「
人
足
人
足
」
「
□
司
」
「
酒
」
な
ど
数
点
が
あ
る
。

「
□
司
」
は
須
恵
器

の
蓋
の
外
面
に
墨
書
さ
れ
、
第

一
字
は

「
匠
」
字
の
よ
う
で
も
あ
り
、
そ
の
場



1986年出上の木簡

合
は
政
庁
内
の
匠
司
の
存
在
と
も
符
合
す
る
が
、
字
画
的
に
兵
間
が
残
る
。
た

だ
、
こ
れ
も
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
八
七
次
調
査
の

際
に
こ
の
溝
か
ら
出
上
し
た
墨
書
土
器
の

「政
所
」
と
と
も
に
、
政
庁
内
の
所

司
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
し
、
さ
ら
に
は
天
平
年
間
に
お
け
る
所

司
の
成
立

・
存
在
を
傍
証
す
る
も
の
と
い
え
る
。

一
一　
月
山
東
官
衝
地
区

（第
九
九
次
調
査
）

政
庁
跡
の
東
側
に
月
山
と
い
う
小
丘
が
あ
り
、
今
回
の
調
査
地
は
そ
の
東
南

に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
で
は
す
で
に
昭
和
四
八
年
度
の
第
三

一
次
調
査

な
ど
四
次
に
わ
た
る
調
査
を
行
い
、東
西
約

一
一
二
ｍ
、南
北
七

一
ｍ
の
柵
で
囲

ま
れ
た
内
部
か
ら
掘
立
柱
建
物

一
〇
棟
を
検
出
し
、
月
山
東
官
衝
地
区
と
称
し

て
い
た
。
今
回
の
調
査
で
は
東
西
柵
Ｓ
Ａ
五
六
〇
の
東
端
部
や
掘
立
柱
建
物
六

棟
な
ど
を
検
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
建
物
は
八
世
紀
前
半
か
ら

一
一
世
紀
に
か

け
て
の
も
の
で
、
大
き
く
四
期
に
分
け
ら
れ
る
。
木
簡
は
こ
の
地
区
の
東
端
に

位
置
す
る
三
×
三
間
以
上
の
南
北
棟
総
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
二
九
二
〇
の
棟
通
り
の
柱

列
の
南
か
ら
二
番
目
の
柱
穴
か
ら

一
点
が
出
上
し
た
。
こ
れ
以
外
の
出
土
遺
物

は
ご
く

一
般
的
な
各
種
の
土
器
が
中
心
で
、
特
記
す
べ
き
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　

不
丁
官
行
地
区

今
回
は
一
二
点
の
木
簡
を
検
出
し
、
以
前
に

出
土
し
た
分
と
合
せ
て
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
か
ら
は

最
終
的
に
一
七
二
点
を
検
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

一
二
点
を
形
態
的
に
分
類
す
る
と
、
〇

一
一
型
式
、
〇
三
二
型
式
、
〇
三
九
型

式
が
各

一
点
、
〇
八

一
型
式
が
九
点
と
な
る
。
ω
と
⑦
を
除
け
ば
、
全
体
的
に

墨
の
残
存
状
況
が
悪
い
。

赤
外
線
テ
レ
ビ
を
用
い
て
観
察
し
て
も
、

部

分

的

に
で
も
釈
読
で
き
た
も
の
は
五
点
に
す
ぎ
ず
、
他
の
五
点
は
形
状
的
に
も
損
傷

が
著
し
い
断
片
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
わ
ず
か
な
墨
痕
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ

っ

た
。①

　

「為
班
給
筑
前
筑
後
肥
等
国
遣
基
癬
城
稲
穀
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大
監
正
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＝
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②
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０
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⑭

　

「＜
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］受
ω
ｏ駕

⑥
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×
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日
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□
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□
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⑦
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マ
茎

田

〔下
ヵ
〕

□
神

マ
津

田
良

〔
マ
ヵ
〕

□
□
廣
麿
　
　
□
乃
牟
」

。　
　
十
人

　

　

　

　

　

」
　

　

　

　

　

　

（μ５

益
⇔
差

ｏ‘

ω
は
投
棄
後
に
受
け
た
と
み
ら
れ
る
若
千
の
損
傷
を
除
け
ば
、
完
形
品
と
み

な
し
う
る
。
頂
部
両
端
を
円
く
整
形
し
、
若
千
裾
窄
み
に
作
ら
れ
て
い
る
点
が

特
徴
的
で
、　
一
見
し
た
と
こ
ろ
笏
を
想
起
さ
せ
る
が
、
長
さ
な
ど
に
疑
間
が
残

る
。

「朝
」
字
の
下
端
部
以
下
の
面
が
二
次
的
に
削
り
取
ら
れ
て
い
る
が
、
い

か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

そ
こ
に
は

「
臣
」
宇

以
下

の

二
、　
三
字
が
存
し
ぃ　
そ
れ
は
田
中
朝
臣
の
名
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
位

階
表
記
に
お
け
る

「位
」
字
の
省
略
は
し
ば
し
ば
例
が
み
ら
れ
る
が
、
国
名
の

「
肥
」
に
つ
い
て
は
解
し
が
た
い
。
ま
た

「
大
監
」
以
下
を
小
書
し
、
あ
く
ま

で
も
印
象
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
と
上
半
部
と
で
は
異
筆
の
よ
う
で
も
あ
り
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
潤
題
の
ほ
か
、
こ
の
文
を
い
か
に
読
み
下
し
、
い
か

に
解
す
る
か
と
い
う
点
も
問
題
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、

「筑
前

・
筑

後

・
肥
な
ど
の
国
に
班
給
す
る
た
め
基
難
抜
の
稲
穀
を

（遣
わ
し
）、
大
監
正
六

（位
）
上
田
中
朝

（臣
某
）
に
随
わ
し
む
」
と
読
み
下
し
う
る
と
考
え
て
い
る
。

班
給
の
目
的
、
基
卑
城
の
稲
穀
の
性
格
と
班
給
と
の
関
係
、
日
中
朝
臣
の
人
物

比
定
、
大
監
と
し
て
の
彼
の
任
務
な
ど
、
釈
読
が
容
易
な
反
面
、
多
く
の
問
題

点
を
含
ん
で
い
る
。

②
ｉ
④
は
何
ら
か
の
数
量
を
示
し
、
そ
の
原
形
は
付
札
的
な
も
の
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
釈
読
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
品
名
を
特
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
く
に
①
の
第
二
字
は

「
国
」
字
の
よ
う
に
も
み
え
る

が
、
そ
の
場
合
は
品
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
報
告
し
た

も
の
と
あ
わ
せ
て
、
大
宰
府
に
お
け
る
木
筒
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
の
重
要

な
素
材

（資
料
）
の
一
つ
と
な
る
。

③
は
ほ
ば
全
面
に
わ
た
っ
て
墨
痕
が
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
断
片
的
で
あ

る
。
こ
れ
以
上
の
釈
読
は
不
能
で
あ
る
が
、
釈
読
で
き
た
文
字
が
数
字
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
来
的
に
は
物
品
に
関
係
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

０
は
横
材
に
用
い
て
い
る
。
記
さ
れ
た
文
字
の
大
部
分
は
数
字
で
あ
る
が
、　
一

行
日
の

「尺
」、　
三
行
目
の

「
人
」
と
い
う
よ
う
に
、

単
位
が
異
な
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
の
性
格
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
①
は
一
種
の
歴
名
で
あ



〔下
力
〕

ろ
う
。

「□
神

マ
」
は
第
八
七
次
調
査
出
土
木
簡
に
も
み
え
る

（『木
簡
研
究
』

第
八
号
、
大
宰
府
跡
・
不
丁
地
区
０
）。
両
者
の
関
連
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
う

が
、
と
も
に
上
半
部
を
欠
い
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、

「
下
」
字
の
解
釈
が
容

易
で
な
い
。

以
上
、
第
九
八
次
調
査
出
土
木
簡
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
た
。
個
々
の
内

容
は
と
も
か
く
、
基
本
的
な
性
格
は
前
号
な
ど
で
報
告
し
た
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
出

土
木
衝
と
共
通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
総
括
は
省
略
す
る
。
前
述
の
よ
う

に
、
こ
の
溝
か
ら
は
一
七
二
点
が
出
上
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
年
紀
を
も
つ
な

ど
個
々
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
宰
府
史
跡
で
は
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
が

ま
と
ま
っ
て
出
上
し
た
例
は
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
は
単
に
新
史
料
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
今
後
の
大
宰
府
研
究
に
も
資
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
一　
月
山
東
官
衛
地
区

①
　
　
×
□
六
□
半
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

大
も

話

ｏ盟

腐
蝕
が
著
し
く
、
削
屑
に
近
い
断
片
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
な
ど
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
何
ら
か
の
数
量
を
記
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
本
来
は
付
札

的
な
も
の
で
あ

っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
当
地
区
か
ら
出
上
し
た
最
初
の

木
簡
で
あ
り
、
ま
た
柱
穴
か
ら
出
上
し
た
点
で
も
初
め
て
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

九
州
歴
史
資
料
館

『大
学
府
史
跡
―
昭
和
六

一
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
全

九
八
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（倉
住
靖
彦
）

1986年出上の木簡



い

そ
う

だ

福
岡
・
井
相
田
Ｃ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
市
博
多
区
井
相
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
）
七
月
を

一
九
八
七
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
横
山
邦
継

。
瀧
本
正
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
後
期
ｉ
平
安
時
代
前
期
、
室
町
時
代
後
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

井
相
田
Ｃ
遺
跡
は
、
福
岡
平
野
東
部
を
北
流
す
る
御
笠
川
中
流
域
西
岸
に
広

が
る
標
高

一
二
ｍ
の
微
高
地
に
位
置
す
る
。

『倭
名
類
乗
抄
』
に
よ
る
と
、
本

遺
跡
は
那
珂
郡
中
嶋
郷
に
属
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
調
査
地

か
ら
南
東
方
向
七
血
に
は
大
宰

府
政
庁
跡
が
所
在
す
る
。

発
掘
調
査
は
、
中
学
校
建
設

工
事
に
伴

っ
て
、
井
相
田
Ｃ
遺

跡
第
二
次
調
査
と
し
て
実
施
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
奈
良
時
代

後
期
―
平
安
時
代
前
期
の
集
落

跡
と
、
室
町
時
代
後
期
の
水
田
跡
を
検
出
し
た
。
集
落
跡
は
、
掘
立
柱
建
物

・

竪
穴
式
住
居

・
井
戸

。
溝
か
ら
な
り
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
二
か
ら
木
簡
三
点
と
墨
書

土
器
七
点
が
出
上
し
た
。
ま
た
、
室
町
時
代
後
期
の
水
田
跡
は
、
水
田

・
池

・

大
溝
か
ら
な
り
、
池
Ｓ
Ｇ

一
六
か
ら
柿
経
な
ど
約

一
七
〇
〇
点
を
数
え
る
墨
書

木
札
類
が
出
上
し
た
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
二
は
、
直
径
三
ｍ
の
円
形
の
掘
形
を
持
ち
、
井
戸
底
中
央
に
方

形
の
井
戸
枠

（内
法
八
〇
伽
×
一
ｍ
）
が
据
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
井
戸
枠
は
、

柄
溝
を
有
す
る
柱
に
板
を
横
位
状
に
差
し
込
ん
で
作
ら
れ
て
い
る
。

墨
書
土
器
は
全
て
須
恵
器
で
、
蓋
の
内
面
と
杯
の
底
部
外

面

と

に

「
徳
」

「
遠
賀
」
「
良
」
の
文
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

墨
書
土
器
は
、

当
調
査
地
に

南
接
す
る
第

一
次
調
査
に
お
い
て
も
二
八
点

（内
一
点
は
人
面
墨
書
土
器
）
出
土

し
て
い
る
。

池
Ｓ
Ｇ

一
六
は
、
東
西
三
三
ｍ
。
南
北

一
八
ｍ
を
測
る
楕
円
形
を
塁
し
て
い

る
。
池
の
底
は
、
西
半
部
が

一
段
低
く
な
り
、
三

・
五
ｍ
の
深
さ
を
測
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

廿

＼＞

□

□

□
　
　
――

□

（
Ｈ
ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｘ
合
）

ｏ旨

(1)

□

国十れ□
jdl□
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酬
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じ □□□
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（∞∞∞）
×
金
じ
×
］

ｏ盟

木
簡
⑪
は
、
左
右

・
上
下
と
も
欠
損
し
、
形
状
は
不
現
で
あ
る
。
残
存
す
る

部
分
は
上
下
二
つ
に
割
れ
て
い
る
。
墨
書
は
片
面
の
み
で
あ
る
が
、
文
字
方
向

が
〕
を
境
と
し
て
逆
に
な
っ
て
い
る
。
木
簡
②
は
、
左
右

・
上
下
と
も
欠
損
し
、

形
状
は
不
明
で
あ
る
。
残
存
す
る
部
分
は
五
つ
に
割
れ
て
い
る
。
墨
書
は
片
面

に
残
る
が
、　
一
部
は
削
ら
れ
て
い
る
。
文
書
木
簡
と
考
え
ら
れ
、
「丸

マ
」
「
額

田
マ
」
等
の
氏
名
、　
人
名
と
思
わ
れ
る

「押
勝
」

が
書
か
れ
て
い
る
。　
ま
た
、

「
五
人
」

「
四
人
」
な
ど
の
人
数
が
数
ケ
所
に
書
か
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ

よ
う
。
木
簡
③
は
、
左
右

・
上
下
と
も
欠
損
し
、
形
状
は
不
明
で
あ
る
。
墨
書

は
片
面
の
一
部
に
残
り
他
は
削
ら
れ
て
い
る
。

今
回
出
上
し
た
木
簡
は
、
三
点
と
も
文
字
が
板
目
に
直
交
し
て
書
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
板
の
原
形
は
三
点
と
も
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
、
残
存
状
態
か

ら
考
え
る
と
、
縦
長
の
板
を
横
に
し
て
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
木

簡
②
は
、
横
が
七

一
・
二
帥
残
存
し
、
さ
ら
に
上
下
が
割
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

正
方
形
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
特
異
な
形
の
板
に
墨
書
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

池
か
ら
出
上
し
た
約

一
七
〇
〇
点
の
墨
書
木
札
類
は
、
九
点
の
卒
塔
婆
の
外

は
全
て
柿
経
で
あ
る
。
卒
塔
婆
の
多
く
は
五
輸
塔
形
を
な
し
、
そ
の
中
央
部
に

は
木
釘
が
残
る
。
卒
塔
婆
の
内
二
点
に

「
長
禄
参
年
」
盆

四
五
九
）
と

「寛
正

卒 塔 婆



五
年
」
盆

四
六
四
）
の
紀
年
銘
が
認
め
ら
れ
た
。

柿
経
は
、
頭
部
を
圭
頭
状
に
し
た
長
さ
二
七
伽
と
三
五
ｃｍ
、
幅

一
・
四
ｃｍ
？

二
伽
、
厚
さ
○

・
三
剛
を

一
皿
の
薄
板
に
法
華
経
を
分
割
し
て
写
経
し
た
も
の

で
あ
る
。
法
華
経
以
外
の
経
文
は
認
め
ら
れ
な
い
。
今
回
出
上
し
た
柿
経
は
、

以
前
に
各
地
で
出
土
し
た
柿
経
と
同
様
に
、
二
〇
枚
を

一
単
位
と
し
、
板
の
両

面
に
経
文
を
墨
書
し
た
例
が
多
く
を
占
め
る
。
ま
た
、
経
文
は
一
七
文
字
、
侶

文
は
一
六
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
両
面
に
墨
書
し
て
い
る
が
、
巻
頭

・
巻
末
部
分
で

は
字
荻
の
関
係
か
ら
か
片
面
の
み
に
墨
書
し
て
い
る
。
柿
経
に
写
経
し
た
法
華

経
は
、
巻

一
の
序
品
第

一
か
ら
巻
八
の
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
八
ま
で
の
各
品

の
経
文
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、　
一
次

・
二
次
調
査
に
お
け
る
多
く
の
木
筒

・
墨
書
土
器

・

製
塩
土
器
の
出
土
は
、
調
査
で
検
出
し
た
掘
立
柱
建
物
群
の
性
格
が
、
公
的
施

設
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
木
簡

・
墨
書
木
札
類
の
釈
読
に
あ
た
り
、
九
州
歴
史
資
料
館
倉
住

靖
彦
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
加
藤
優
の
両
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

９
　
参
考
文
献

福
岡
市
教
育
委
員
会

『井
相
田
Ｃ
遺
跡
第
二
次
調
査
現
地
説
明
会
資
料
』

（
一
九
八
六
年
）

同

『井
相
田
Ｃ
遺
跡

Ｉ
』

（福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
　
第
一
五
二
集
一

九
八
七
年
）

（瀧
本
正
志
）



一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（九
）

奈
良

・
平

城

宮

跡

第

≡

戻

補
足
調
ａ

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
六
年

（昭
４‐
）
五
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
杉
山
信
三

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

。
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第
三
二
次
補
足
調
査
は
、
平
城
官
東
南
隅
で
、
本
誌
六
号
で
紹
介
し
た
第
二

二
次
調
査
区
の
北
西
に
接
す
る
場
所
で
実
施
さ
れ
た
。
調
査
面
積
は
一
一
八

一

ド
で
あ
る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
南
面
大
垣
と
築
地

一
条
、
建
物
二
棟
、

柵
四
条
、
溝
二
条
、
炉
四
ケ
所
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
南
面
大
垣
の
北
を
東

へ
流
れ
る
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四

一

〇
〇
と
、
調
査
区
東
端
で
確
認
さ
れ
た
、
東
面
大
垣
の
内
側
を
南
流
す
る
南
北

薄
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
か
ら
で
あ
る
。

A
東

一
坊
大
路

第32次調査・同補足調査遺構略図



1977年以前出上の木簡

薄
Ｓ
Ｄ
四
一
Ｏ
Ｏ

　

Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
は
Ａ

・
Ｂ
二
時
期
に
大
別
で
き
る
。
Ｓ

Ｄ
四

一
〇
〇
Ａ
は
、
調
査
区
西
端
で
は
南
面
大
垣
の
心
よ
り
北

へ
五
ｍ
の
位
置

に
濤
の
心
が
あ
り
、
溝
幅
は
一
・
八
ｍ
を
は
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
東

へ
い
く
に
し

た
が

っ
て
溝
幅
が
南

へ
拡
が
り
、　
一
部
、
南
面
大
垣
を
え
ぐ
る
よ
う
に
し
て
破

壊
し
て
い
る
。
調
査
区
の
東
半
で
は
、
溝
の
幅
は
最
大
六
ｍ
に
お
よ
ん
で
い
る
。

溝
の
深
さ
は
西
端
で
○

。
四
ｍ
、
東

へ
徐
々
に
深
く
な
り
、
最
も
深
い
と
こ
ろ

で
は
一
・
Ｏ
ｍ
と
な
る
。
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ａ
の
堆
積
土
は
、
上
下
三
層
に
わ

か
れ
、
上
層
は
暗
褐
色
の
砂
質
粘
上
で
あ
り
、
下
層
は
灰
色
の
砂
で
あ
る
。
木

筒
は
合
計

一
二
八
三
七
点
で
い
ず
れ
も
下
層
か
ら
出
上
し
た
。
溝
底
は
か
な
り

凹
凸
が
あ
り
、
土
羨
状
の
窪
み
が
木
簡
の
溜
り
場
と
な

っ
て
大
量
に
ま
と
ま
っ

て
出
土
し
た
。
年
紀
を
も
つ
木
簡
も

一
〇
〇
点
近
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
上
限
は

神
亀
五
年
で
あ
る
が
、
神
護
景
雲
年
間
に
集
中
し
、
下
限
は
宝
亀
元
年
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
四

一
Ｏ
Ｏ
Ａ
が
整
地
に
よ
っ
て
埋
め
た
て
ら
れ
、
の
ち
に
Ｓ
Ｄ
四

一
〇

Ｏ
Ｂ
が
ほ
ぼ
同
じ
位
置
を
流
れ
る
こ
と
と
な
る
。
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
Ｂ
は
溝
幅

一

ぞ
二
ｍ
、
深
さ
○

。
三
五
ぞ
○

・
七
ｍ
の
細
い
溝
で
あ
る
。
堆
積
土
は
礫
混
り

の
灰
褐
色
砂
質
上
で
、
遺
物
は
少
な
く
、
木
簡
も
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ｂ
か
ら
は
一

点
も
出
上
し
て
い
な
い
。

溝
Ｓ
Ｄ
一】一四
一
〇

　

Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
は
第
二
次
朝
堂
院
の
東
方
約

一
五
〇
ｍ

に
位
置
し
、
東
廃
地
区
の
西
を
南
流
し
、
東
院
張
出
部
以
南
に
お
い
て
は
東
面

大
垣
の
内
側
を
流
れ
て
、
宮
域
の
南
で
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
に
合

流
す
る
基
幹
排
水
路
で
あ
る
。
第
三
二
次
補
足
調
査
区
で
は
幅
が
六
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。
溝
の
堆
積
土
は
上
下
二
層
に
大
別
で
き
、
上
層
は

黒
色
粘
土
と
灰
褐
色
砂
質
土
、
下
層
は
灰
褐
色
粗
砂
と
青
灰
色
砂
土
が
堆
積
し

て
い
る
。
木
筒
は
上
層
か
ら
五
点
、
下
層
か
ら
六
七
点
出
土
し
た
。

な
お
、
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ａ
や
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
か
ら
は
、
木
筒
の
ほ
か
に
も
、

瓦

。
土
器

。
金
属
器

。
木
製
品

・
漆
紙
文
書
な
ど
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
中
で

も
墨
書
土
器
は
注
目
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
Ｏ
Ａ
か
ら

「式
汁
二
」
と
記
し
た

も
の
が
三
点
と

「式
部
外
曹
司
進
」
。
「式
曹
／
□
」
。
「
少
祐
」
。
「
子
床
呂
子
□

／
床
呂
□
子
子
□
／
子
子
子
／
広
原
田
丹
比
郡
／
舟
丹
丹
／
□
子
泉
国
□
」
等

各

一
点
、
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
か
ら
も

「式
升
二
」

一
点
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

本
調
査
出
土
木
簡
の
特
色
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
出
上
の
木
筒
は
削
屑
が
９０
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
削
屑
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
特
定
の
場
所
で
木
簡
か
ら
削

り
と
ら
れ
た
細
片
が

一
括
し
て
堆
積
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
木

衡

・
削
屑
が
溝
の
同

一
土
層

（
ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
Ａ
下
層
）
か
ら
滞
留
し
た
状
況
で

出
上
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
木
簡

・
削
屑
が

一
括
し
た
、
等
質
の
史
料
と
し

て
あ
つ
か
え
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

二
、
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
出
上
の
木
筒
の
内
容
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
式
部
省
関
係

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
か
で
も
考
課
関
係
の
木
簡
が
多
数
出
上
し
た
こ
と

が
注
目
さ
れ
、
八
世
紀
の
官
僚
制
の
研
究
史
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。



三
、
考
課
木
簡
は
、
そ
の
形
態
上
の
特
色
と
し
て
、
上
端
側
面
か
ら
小
穴
を

あ
け
、
紐
等
で
貫
綴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
み

つ
か
っ
た
。
こ
れ
は
考
課
関
係
の
木
簡
の
機
能
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
手
が

か
り
を
与
え
て
い
る
。

四
、
木
簡
の
年
紀
は
神
亀
五
年
か
ら
宝
亀
元
年
ま
で
を
摩
く
む
が
、
神
亀
年

間
の
も
の
は
発
掘
区
の
Ｓ
Ｄ
四

一
Ｏ
Ｏ
の
西
端
に
お
い
て
の
み
出
上
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
天
平
神
護
年
中
か
ら
宝
亀
元
年
頃
ま
で
の
も

の
と
み
て
よ
い
。

ω
　
。
「
式
部
省
召
　
書
生
佐
為
宿
祢
諸
廉
昌

。
「
　
　
　
　
十
二
月
十
日
日

Ｈ
国
　
　
　
　
　
（露
ｙ
∞望
∞
ｏ‘

名
諸
司
解

（題
簸
軸
）

名

諸

司

移

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（ｅ

恙

受

］

ｏＰ

三
生

ハ
四
号

名
史
生
省
掌

神
護
景
雲
元
年

（題
簸
軸
）

名
史
生
省
掌

神
護
景
雲
元
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（９
益
宴
ち

８
μ

名
国
解
上
日

（題
畿
軸
）

名
国
解
上
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

恙
受
ミ
ｏ宮

14)

「
大
学
寮
解
　
申
宿
直
官
人
事
砂
勧
離
獣
雌
牡
�
潮
順
殖
人

」

∞３
ｘ
心
ｘ
μ　
常
μ　
三
七
五
一
号

「
大
学
寮
解
　
申
宿
直
官
人
事
蓮
稀
範
執
雄
牲
酔
施
松
一水
臨
」

〔九
〕

�
占

×
密

×
∞

盆
μ
　
三
七
五
三
号

０
　
。
「＜
元
位
田
辺
史
廣
〔即

赳
続
労
銭
伍
栢
文
」

名
＜
鰈
辞
祖
神
亀
五
年
九
月
五
日
糊
糊
齢
　
」

「河
内
職
解

名
諸
司
移
」

。
「到
罐
重爪雲

」

(61l10
（
ツ

治
撃⑫

申
宿
直
×

（題
簸
軸
）

∞
∞
∞
×

］
〇

×

∞
　
　
Ｏ
ω
μ

名
＜
位
子
山
辺
君
忍
熊
資
銭
五
百
文
　
」

名
＜
　
神
亀
五
年
九
月
七
日
勘
瓶
原
東
人
」
　

　

牌⇔受
中聟
、

名
＜
益
田
君
倭
麻
呂
続
労
銭
」

名
＜
神

〔
亀
姻
許
□
月
十
七
日
」
　

　

　

　

　

　

牌ミ
×
μ露
∞

「去
上

位
子
従
八
位
上
伯
祢
廣
地
眸
研
唯
安
宿
郡
」∞

Φ
や

×

∞
〇
×

μ
ヽ
　
　
Ｏ
μ
∽

μ
Ｎ
』

Ｘ

∞
や

Ｘ

∞
　
　
〇
∞
］



⑬
　
ｏ
「去
上
従
八
位
下
回
□
〔酔

乾
公
床
呂
昨
航
叶
詞
紀
郡
『
上
日
三
百
十
船
稲
ヒ

。
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

］駕
×
富
×
μｏ　
Ｐ
”　
三
七
九
五
号

八
タ

れ
撃

〔
汁

〕

「去
出

位
子
元
位
日
置
造
尾
□
年
□
四

⑭

　

「
去
不

大
初
位
下
□
回
公
榊
慈
十
六

命
じ

恙
聟
ω
Φ‘

三
七
九
七
号

去
上
留
省
大
初
位
上
秦
忌
寸
祖
足
酢

1291側 901261129 1241  鉛 92    90

llDte
ヘ
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治
早

1977年以前出上の木簡
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〔年
〕

⑩

　

養
宿
祢
国
足
畑
穂
酢
繰
下
郡
□

名
聯
ド
』大
初
×

。
「
　
　
れＩｌ．

誅

正
八
位
下
回

回
秦
人
真
田
麻
呂

〔脚
配
唖
釣
Υ

郡
人

（
歯

じ

ｘ
（
じ

×
ｏ
　

ｏ
～

（縛
）
ｘ
湯
×
∞　
ｏ
Ｓ
　
一一一八
〇
三
号

３
μ　
三
八
三
二
号

８
Ｐ　
四
〇
〇
七
号

３
μ　
三
七
二
〇
号

執
当
轄
了

訪
察
精

謗

圭

口

〔降

己
上
日
百
五
十
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ置

三
九
〇
五
号

上

日

三

百

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｏ】

三
九
二

号

「
諸

司

叙

位

案

」
　

　

　

　

　

　

　

］
Φ
聟

Ｐ
箕

∞

ｏ
留

三

生

全

号

「依
遣
亘
焼
使
廻
来
天
平
宝
字
二
年
十
月
十
八
日
進
三
階
叙
」

中島
×
薔
ｘ
ヽ

自
い　
三
七
六
七
号

「れ

蜜

黎

史

瀞
酬
酷
嚇
報
郡
人
口

回

羞

絆

蠣

」

護
元
年
正
月
七
日
思
勅
進

一
階
叙
　
　
　
　
　
ｏ旨

三
空
ハ八
号

今
正
八
上
正
八
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

〔隠
〕

８

脚

８

ト
００
ト

３
μ　
三
九
二
二
号

３
牌　
三
九
二
三
号

勤
於
記
事
警
失
元
□

□
為
中
等
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□

中止□
等等

進  六
七  考
階  日
□  一

千

七   七
七   七

号   号

□野皿
司

回□巨連
〔表ぺ〕
□

□瞥円

□回番×

×懸≪

×縮出
〔亜 〕`

□□嘱

001421    1411   1401

□

□
　
□

ハ幣
∪

×
（駕
）
ｘ
い
　
自
Φ
　
四

一
八
三
号

３
μ
〓
τ
七
九
号
　
　
④
　
名
＜
駿
河
国
駿
河
郡
古
家
郷
戸
主
春
日
部
与
麻
呂
調
煮
堅
魚
捌
斤
伍
両
＜
」

同
国
〔即

ぼ
□
応
呂
脚
胸
唖

人
今
授
従
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
「＜
天
平
宝
宇
四
年
十
月
専
当
嗣
羽
鋭
鰍
麻
敵
新
鹸
斗
銘
絲
路
臥
理
　
　
　
　
＜
ビ

〔
信

随

也

］
〇
∽
×
∞
ω
×
∞
　
〇
∞
μ

ｏ
じ
×
館
ふ

舘
伽
〓毛
八
八
号
　
　
ω
　
名
因
幡
国
気
多
郡
勝
見
郷
中
男
神
部
直
勝
見
麿
作
物
海
藻
大
御
贄
董
籠
六
斤
太
」

今
授
外
少

８
μ　
三
七
九
三
号
　
　
　
　
　
　
ｏ
「

神
護
景
雲
四

」

Ｓ
∞
×
導
×
伽
　
自
μ　
四
六
六
八
号

名
合

一
百
汁
八
人
北
息
級
雌

釧
百〓析
摯
渤
雌
応
進
階
　
九
人
」

的
　
・
×
斐
国
山
梨
郡
加
美
郷
丈
部
宇
万
呂
六
百
文
」

０
「

大
炊
寮
　
　
」

。　
　
　
　
天
平
宝
字
八
年
十
月
　
　
　
　
　
」

］
『
Ｐ
×
中
Φ
×
牌
〕
　
Ｏ
μ
ω

命
∽ｏ）
×
葛
×
ヽ

自
ｏ　
四
六
六
二
号

遷
任
蔭
子
元
位
□
□

３
μ　
　
　
　
④
　
名
＜
中
蔵
銭
斉
絶
」

依
仲
麻
呂
支
焦
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
「＜
銭
斉
絶

３
滓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
蔵
　
」

歳
×
工
×
∞　
寓
や
　
四
六
七
七
号

省
符

『景
雲
三
年
九
月
十
二
日
』

３
ド
四
三
七
号
　
　
　
　
　
　
　
　
９
　
関
係
文
献

。
「
　
　
　
　
雨日
日
日
――
日
日
日
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九

〔藤

≧

正
四
位
　
□
原
朝
臣
縄
床
呂
左
大
弁
従
三
位
中
臣
朝
臣
清
麻
呂
　
□
日
　
　
　
六
七
』
盆
九
一ハ
七
年
）

正
四
位
下
石
上
朝
臣
宅
嗣
　
　
中
弁
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
小
日
×
　

］
　

　

　

同

『平
城
宮
発
撮
調
査
出
に工
木
簡
概
報
①
』
盆
九
一ハ
七
年
）

従
四
位
下
大
口
日
日

日
日
国
　
少
弁
従
五
位
下
□
□
□
□
　
□
□

同

『平
城
官
木
簡
四
』
全
九
八
六
年
）
　
　
　
　
　
（寺
崎
保
広
）



彙

第
八
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第
八
回
総
会
と
研
究
集
会
は
、　
一
九
八
六
年

一
二
月
六
、
七
日
の

両
日
に
わ
た
っ
て
奈
良
女
子
大
大
学
会
館
、
お
よ
び
文
学
部
に
お
い
て
、
約

一

二
〇
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
、
会
場
に
は
平
城
官
跡
、
藤
原
京
跡
、

大
阪
府
柏
原
市
安
堂
遺
跡
、
大
阪
市
道
修
町
遺
跡
等
出
上
の
木
簡
が
展
示
さ
れ
、

関
心
を
よ
ん
だ
。

◇

一
二
月
六
日

（土
）
（午
後
一
時
十
五
時
）

第
八
回
総
会

（議
長
　
虎
尾
俊
哉
氏
）

最
初
に
平
野
邦
雄
副
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
会
員
が
二

一
八
名
に
な
り
今

後
は
会
員
数
と
会
の
運
営
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
、
ま
た
委
員
に
つ
い
て
は
改
選
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
、

雑
誌
以
外
の
会
員

へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
各
地
で
の
木
簡
出
土
遺
跡
の
見
学

会
も
企
画
し
た
い
と
お
も

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。
つ
づ
い
て
、

議
長
に
虎
尾
俊
哉
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
は
い
っ
た
。

会
務

・
編
集
報
告

（佐
藤
宗
諄
委
員
）

会
員
数
は
、　
三
二
名
の
新
入
会
員
を
迎
え
て
、
三
二
〇
名
に
な
っ
た
が
二

名
の
退
会
者
が
あ

っ
た
の
で
現
状
は
二

一
八
名
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
外
国
人

会
員
に
つ
い
て
は
雑
誌
代
と
送
料
の
み
で
会
員
扱
い
と
す
る
こ
と
、
会
誌
八

号
の
編
集
経
過
、
会
誌
代
金
の
据
え
置
き
等
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

会
計
報
告

（岩
本
次
郎
委
員
）

一
九
八
五
年
度
の
会
計
報
告
が
行
な
わ
れ
、
年
度
の
収
支
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
ひ
き
つ
づ
い
て
関
晃
監
事
か
ら
会
計
の
執
行
が
正
当
、
適
切
に

行
な
わ
れ
て
い
る
旨
報
告
が
あ

っ
て
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

ひ
き
つ
づ
き
、
委
員
、
監
事
の
改
選
が
行
な
わ
れ
、
新
委
員
、
監
事
が
選

出
さ
れ
た

（
一
八
三
頁
参
照
）
。

研
究
集
会

（司
会

早
川
庄
八
氏
）

木
簡
と
表
記
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
岡
耕
二

土
器
墨
書
論
―
地
方
官
衡
の
事
例
を
巡
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
原
秀
三
郎

稲
岡
氏
の
報
告
は
本
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
原
氏
の
報
告
は
、

土
器
墨
書
と
い
う
用
語
お
よ
び
そ
の
性
格
と
分
類
と
に
つ
い
て
の
一
般
論
を

展
開
し
た
上
で
、
坂
尻
遺
跡
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
具
体
的
な
報
告
が
な
さ

れ
た
。

研
究
集
会
終
了
後
、
グ
リ
ル
友
楽
で
懇
親
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。

◇

一
二
月
七
日

（
日
）
（午
前
九
時
十
年
後
三
時
三
〇
分
）

研
究
集
会

（司
会
　
佐
藤
宗
諄
氏
、
青
木
和
夫
氏
）

一
九
八
六
年
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
崎
保
広

長
岡
京
左
京
二
条
二
坊
六
町
出
上
の
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
清
水
み
き

報



大
阪
市
東
区
道
修
町
出
上
の
豊
臣
時
代
の
木
簡
に
つ
い
て
　
中
尾
芳
治

一
九
八
六
年
度
平
城
官
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
館
野
和
己

寺
崎
報
告
は

一
九
八
六
年
に
出
上
し
た
木
簡
と
八
四
年
以
前
に
出
上
し
た

未
報
告
の
本
簡
を
全
国
的
に
取
り
上
げ
そ
の
概
要
を
報
告
し
た
も

の
で
あ

る
。
清
水
報
告
は
、
地
子
の
荷
札
木
簡
に
論
点
を
し
ば

っ
て
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
尾
報
告
は
、
豊
臣
時
代
の
荷
札
木
簡
に
つ
い
て
の
報
告
で
、
脇
坂

な
ど
大
名
の
名
前
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
を
ひ
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
質
疑
討
論
が
活
発
に
行
わ
れ
、
総
括
討

議
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
最
後
に
直
木
委
員
か
ら
閉
会
の
辞
が
あ
り
、
参
加

者

へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

姦
奮
具
▲
至
鶏
一と
園

◇

一
九
八
六
年

一
二
月
六
日

（土
）

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
立

っ
て
、
会
務

・
編
集
の
状
況
、
総
会

。
研
究
集
会
の
運
営
に

つ
い
て
検
討
が
行
な
わ
れ
た
。

◇

一
九
八
六
年

一
二
月
六
日

（上
）

於
奈
良
女
子
大
学

総
会
後
新
委
員

・
監
事
に
よ
っ
て
、　
一
九
八
七
年
度
の
役
員
を
互
選
し
た
。

◇

一
九
八
七
年
六
月

一
七
日

（水
）

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
の
承
認
、　
一
九
八
六
年
度
の
会
計
報
告
、
木
簡
研
究
九
号
の
編

集
計
画
、
研
究
集
会
の
内
容
の
検
討
、
十
周
年
記
念
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

な
ど
が
論
議
さ
れ
た
。
同
日
、
会
計
監
査
も
お
こ
な
わ
れ
た
。

◇

一
九
八
七
年

一
一
月

一
一
日

（水
）

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
の
承
認
、
研
究
集
会
の
内
容
の
検
討
、
八
七
年
度
前
半
の
会
計

報
告
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
記
念
出
版
を
行
な
う
こ

と
が
決

っ
た
。
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野
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頭
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司
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村
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館
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則
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山
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